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	 JV	＝	青年海外協力隊
	 SV	＝	シニア海外ボランティア
	日系JV	＝	日系社会青年ボランティア
	日系SV	＝	日系社会シニア・ボランティア（単位：人）

■	合計
JV SV 日系JV 日系SV 小計

派遣中
（男性／女性）

1,821
（783／1,038）

252
（178／74）

89
（33／56）

30
（11／19）

2,192
（1,005／1,187）

累計
（男性／女性）

45,286
（24,065／21,221）

6,510
（5,263／1,247）

1,503
（575／928）

545
（252／293）

53,844
（30,155／23,689）

■	アフリカ地域
国名 JV SV

ウガンダ 40 2
エスワティニ 4 1
エチオピア 25
ガーナ 55 2
ガボン 21 7
カメルーン 27 2
ケニア 51 6
ザンビア 71 11
ジブチ 12
ジンバブエ 6
セネガル 37 2
タンザニア 77 3
ナミビア 13
ベナン 45
ボツワナ 18
マダガスカル 37
マラウイ 44
南アフリカ共和国 6 4
モザンビーク 36 3
ルワンダ 48
レソト 1 1

国名 JV SV 日系JV 日系SV

アルゼンチン 18 3 6
ウルグアイ 6
エクアドル 48 6
エルサルバドル 10 1
キューバ 1
グアテマラ 23 2
コスタリカ 24 10
コロンビア 21 13
ジャマイカ 21 11
セントビンセント 3
セントルシア 16
チリ 5 5
ドミニカ共和国 28 7 3 1
ニカラグア 1
パナマ 18 1
パラグアイ 52 2 9 3
ブラジル 71 19
ベリーズ 16
ペルー 48 4
ボリビア 39 1 3 1
ホンジュラス 29
メキシコ 2 9

■	中南米地域
国名 JV SV

インド 18
インドネシア 14 1
ウズベキスタン 26 7
カンボジア 21 10
キルギス 31
タイ 32 5
タジキスタン 4
中華人民共和国 7
ネパール 55 4
東ティモール 36
フィリピン 32 2
ブータン 16 5
ベトナム 39 16
マレーシア 18 7
ミャンマー 18 4
モルディブ 16
モンゴル 49
ラオス 40 1

■	アジア地域

■	欧州地域
国名 JV SV

セルビア 4 2

国名 JV SV

キリバス 8
サモア 21 1
ソロモン 34 5
トンガ 19 2
バヌアツ 21 4
パプアニューギニア 35 5
パラオ 10 5
フィジー 26 4
マーシャル 5 1
ミクロネシア 14 6

■	大洋州地域

国名 JV SV

イラン 1
エジプト 19 2
モロッコ 22 6
ヨルダン 38

■	中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況
（2019年8月末現在）  

現在の派遣国数

76カ国
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ロゴタイプデザイン：S＋M DESIGN FACTORY
レイアウト：S＋M DESIGN FACTORY
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が現地での活動・生活を円滑に行
うための実践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還
元に関する有益な情報を提供し、対象者に配布しています。

※「青年海外協力隊」以外のJICA海外協力隊（「シニア海
外ボランティア」「日系社会青年ボランティア」「日系社会
シニア・ボランティア」）の方々は、括弧内の冒頭に「SV」「
日系JV」「日系SV」と記しています。

❷JICAの「企画調査員（ボランティア事業）」については、
「VC」と表記しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2019年度1次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

❶JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 26
コンピュータ技術 4、15
廃棄物処理 24
青少年活動 36
ラグビー 4
PCインストラクター 4、14
日本語教育 1、6、8、12、13、28
体育 20、35
小学校教育 18
学芸員 25
日系日本語学校教師 10、28
作業療法士 16、22

■国別索引 掲載ページ
インドネシア 4
エクアドル 36
エチオピア 18
ガボン 22
コスタリカ 8
スリランカ 20
セルビア 1
タンザニア 14、15
ドミニカ共和国 25
バングラデシュ 26
ブラジル 10、28
ブルガリア 35
ベトナム 6、16
ボツワナ 24
マラウイ 4

■出身都道府県別索引 掲載ページ
宮城県 24
茨城県 25
栃木県 18
千葉県 26
石川県 8
福井県 16
静岡県 6、35
愛知県 14、36
京都府 10
和歌山県 22
沖縄県 20

2019 OCT
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
に
よ
る

注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、マ
ラ
ウ
イ
随
一
の
商
業
都
市
で
あ

る
ブ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
市
で
、中
高
等
学
校
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
教
師
や
大
学
の
シ
ス
テ
ム
部
で
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
マ
ラ
ウ
イ

に
お
け
る
I
T
分
野
は
、産
業
に
お
い
て
も
教
育

に
お
い
て
も
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
I
T
技
術
の
発
展
の
き
っ
か

け
と
し
て
、こ
れ
か
ら
の
マ
ラ
ウ
イ
社
会
を
担
う

学
生
の
技
術
向
上
を
目
指
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

操
作
の
基
礎
で
あ
る
タ
イ
ピ
ン
グ
の
早
さ
と
正

確
性
を
競
う
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
は
、
開
催
地
の
選
定
、
企

画
立
案
、
ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
、
教
育
機
関
へ
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
、い
く
つ
も
の
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
も
継
続
し
て
開
催
し
た

い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
、さ
ま
ざ
ま
な
マ
ラ
ウ
イ
人

の
意
見
を
大
切
に
し
て
、一
緒
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ン
サ
ー
に
は
地
元
社
会
経
済
へ
の
影
響

力
も
考
慮
し
て
国
内
一
般
企
業
か
ら
ス
ポ
ン
サ

ー
を
探
し
、
大
会
会
場
は
市
内
に
あ
る
国
立
大

学
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ラ
ボ
に
決
ま
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
広
報
に
は
S
N
S
や
ポ
ス
タ
ー
な

ど
を
使
用
し
て
、
マ
ラ
ウ
イ
全
土
に
大
会
の
告

知
と
参
加
者
を
募
り
ま
し
た
。
各
方
面
か
ら
多

数
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ

ち
ら
の
開
催
能
力
も
踏
ま
え
、
9
つ
の
学
校
か

ら
34
人
の
学
生
が
参
加
す
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
大
会
が
始
ま
る
前
は
緊
張
で
落
ち
着
き
の
な

い
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
始
ま
る
と
真
剣

な
面
持
ち
で
タ
イ
ピ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
マ
ラ
ウ
イ
医
科
大
学
I
C
T
部
門

長
に
よ
る
講
話
で
は
、
I
T
技
術
と
マ
ラ
ウ
イ

社
会
の
発
展
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
生

徒
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
改
善
点
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
大
会
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
生
徒
や
関
係
者
か
ら
好
意

的
な
回
答
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

大
会
後
も
継
続
し
て
タ
イ
ピ
ン
グ
の
練
習
を
続

け
る
生
徒
が
い
る
な
ど
大
会
実
施
の
影
響
力
を

感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
参
加
し
な
か
っ

た
生
徒
か
ら
も
次
回
開
催
を
熱
望
す
る
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
来
年
の
実
施

も
予
定
し
て
お
り
、
次
回
で
は
複
数
都
市
開
催
、

将
来
的
に
は
全
国
大
会
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
生
徒
や

社
会
に
I
T
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
マ
ラ
ウ
イ
の
I
T
技
術
の
発
展
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

MalawiIT投資を活性化させる社会的イベントを
目指して 「タイピング大会」を実施

　
私
は
2
0
1
8
年
7
月
か
ら
19
年
7
月
ま
で
、

流※

通
経
済
大
学
と
J
I
C
A
の
大
学
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ラ
グ
ビ
ー
協
会
へ
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
開
始
当
初
か
ら
、休
む
暇
な
く
ラ
グ
ビ
ー

普
及
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
訪
問
し
た
地

域
は
全
部
で
8
州
、訪
問
し
た
学
校
と
参
加
者
は

32
校
5
2
7
5
人
。
そ
し
て
普
及
活
動
の
合
間

に
、現
地
の
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
の
選
手
に
対
し
て

コ
ー
チ
ン
グ
も
行
い
ま
し
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
は
、人
と
人
が
ぶ
つ
か
り
合
う
と
き

に
鳴
り
響
く
「
音
」
が
、
離
れ
た
場
所
ま
で
聞
こ

え
て
く
る
ほ
ど
、激
し
い
身
体
接
触
を
伴
う
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
激

し
い
身
体
接
触
を
伴
う
練
習
を
省
く
チ
ー
ム
が

多
く
、理
由
は
「
怪
我
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
考
え
を
変
え
る

コ
ー
チ
ン
グ
が
一
番
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

勝
つ
に
は
激
し
い
身
体
接
触
を
伴
う
練
習
を
行

う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、心
か
ら
そ
の
必
要
性
を

選
手
た
ち
に
訴
え
続
け
、練
習
し
て
い
ま
し
た
。

　
4
月
上
旬
、こ
れ
ま
で
の
活
動
成
果
が
認
め
ら

れ
、日
本
人
と
し
て
初
め
て
ア
ジ
ア
選
手
権
に
出

場
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
男
子
代
表
の
コ
ー
チ
に

就
任
し
ま
し
た
。
試
合
は
、
2
カ
月
後
と
な
り
ま

し
た
。
私
は
流
通
経
済
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
で
培

っ
た
経
験
を
生
か
し
、勝
と
う
と
意
気
込
ん
で
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
で
は
起
こ
る
は
ず
の
な
い
、
資

金
不
足
や
練
習
不
足
に
よ
る
問
題
が
次
々
に
発

生
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
当
た
り
前
に
起
こ
る
こ
と
さ
」
と
開
き
直
っ

て
練
習
に
取
り
組
む
選
手
た
ち
の
姿
か
ら
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
の
生
き
方
を
学
び
、解
決
策
を
選
手

と
共
に
考
え
な
が
ら
試
合
へ
挑
み
ま
し
た
。

　
試
合
前
の
国
家
斉
唱
。グ
ラ
ウ
ン
ド
上
に
凛り

り々

し
く
横
一
線
に
立
つ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
代
表
選
手

た
ち
を
見
な
が
ら
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ラ
グ
ビ
ー
代

表
コ
ー
チ
と
し
て
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
歌
を
歌
い

ま
し
た
。
選
手
た
ち
の
誇
ら
し
い
顔
を
見
た
か

ら
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
愛
着
心
の
せ
い
か
、

心
に
込
み
上
げ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
大
会
を
通
じ
て
勝
利
な
し
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
ラ
グ
ビ
ー
に
関
す
る
知
識
と
人
と
し

て
学
ぶ
こ
と
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、

異
国
の
地
で
信
頼
を
得
て
代
表
チ
ー
ム
を
任
せ

て
も
ら
え
た
と
い
う
嬉
し
さ
は
、試
合
前
の
国
歌

斉
唱
の
と
き
に
込
み
上
げ
て
き
た
も
の
に
現
れ
、

そ
の
瞬
間
は
私
に
と
っ
て
特
別
な
時
間
に
な
り

ま
し
た
。
同
時
に
、
多
く
の
仲
間
を
1
年
間
で
つ

く
れ
た
と
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Indonesia日本人初！  アジア選手権に出場する
インドネシア男子代表のコーチに就任

J
IC

A
 V

o
lu

n
te

e
r
s' N

E
W

S

インドネシア代表選手たちに戦術を説明している比嘉さん

チームに起きた問題について話し合うインドネシア代表選手たちと比嘉さん

大会前の準備をする隊員たち。「社会における女性へのエンパワーメントが求
められている中、多くの女子学生が大会に参加してくれたのは嬉しいことでし
た」と隊員は大会を振り返る

試合中の様子。試合が始まると生徒たちは黙 と々タイピングをして集中していた

大会参加の流れ

〈4カ月〉
コーチ就任

15人制ラグビーインドネシア
代表コーチ就任。

〈2カ月前〉
選手選考

首都ジャカルタへインドネシ
ア全土から選手を集めて代
表選手選考会を開催。

〈2週間前〉
初会議

チームスタッフの顔合わせ、
情報共有。

〈4日前〉
合宿 合宿スタート。

〈当日〉
大会開催 アジア選手権大会出場。

開催の流れ

〈5カ月前〉
企画

隊員の発案により企画立案開
始。

〈4カ月前〉
開催地検討

大会スポンサーと開催地探し
を開始。

〈3カ月前〉
企画・広報

大会スポンサーを決定。大会
の詳細を固め、広報資材作成
開始。

〈1カ月前〉
広報・募集

大会実施の広報と参加者の募
集を開始。

〈当日〉
開催 タイピング大会を実施。

〈2週間後〉
報告

大会実施報告書を作成し、各
関係機関へ配布。

文 ＝ さん（短期／インドネシア・ラグビー・2018年度1次隊）

文 ＝ さん（PCインストラクター・2017年度3次隊）、 さん（PCインストラクター・2017年度3次隊）、
　　  さん（コンピュータ技術・2018年度2次隊）、 さん（PCインストラクター・2018年度2次隊）
　　  ※派遣国は全員マラウイ

※ 流通経済大学とJICAの大学連携プログラム…2019年のラグビーワールドカップ日本大会開催に向け、JICAは13年より日本ラグビーフットボール協会（JRFU）と「JICA-JRFUスクラムプロジェクト」を実施。アジア地域にラグビー職種の
JICA海外協力隊を派遣している。その一環としてアジア地域でのラグビー普及促進のために流通経済大学からインドネシアへ大学連携事業による長期・短期を組み合わせたJICA海外協力隊派遣を実施している。
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海
外
に
お
け
る
日
本
語
教
育
で
は
、「
学
習
者
の
周
囲
に
ネ
イ

テ
ィ
ブ
が
少
な
い
」「
学
習
者
が
日
本
語
を
使
う
機
会
が
少
な
い
」

と
い
っ
た
困
難
が
あ
る
。
そ
う
し
た
困
難
に
協
力
隊
員
は
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
か
。
学
習
者
の
タ
イ
プ
が
異
な
る

各
種
活
動
事
例
を
と
お
し
て
、ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
。

特 集 1

日
本
語
教
育
分
野
の

活
動
ポ
イ
ン
ト

❶担当していた「会話」の授業で、挨拶のシーンのフレーズを指導する浅野さん
❷ 「日本文化」の授業で学生たちが描いた「年賀状」
❸日本語授業を担当するベトナム人教員たちを対象に開いた「勉強会」の終了後の様子

❶さん

■  P ro f i l e
1951年生まれ、静岡県出身。慶 應 
義塾大学を卒業後、地方公務員とし
て働く。2014年、退職を機に日本語
教師の道に。17年3月、SVとしてベト
ナムに赴任。19年3月に帰国。現在
は、SV時代の活動先大学から要請
を受け、直接の雇用契約により日本
語教師として勤務。

■  活動の概要

ホーチミン市オープン大学の外国語
学部日本語学科に配属され、主に以
下の活動に従事。
●学生への日本語授業の実施（主

に初・中級の会話、作文、日本文
化関係）

●現地教員に対する日本語教授法
の指導

●学内外の行事への支援（日越交
流、スピーチコンテストなど）

後輩隊員へ
ひとこと

　
浅
野
さ
ん
は
「
会
話
」
以
外
の
授
業
で
も
、「
実

践
的
な
日
本
語
能
力
」
を
伸
ば
す
工
夫
を
し
た
。
た

と
え
ば
、「
日
本
文
化
」
の
授
業
で
は
「
日
本
の
旅

行
を
楽
し
む
」
と
い
う
単
元
を
設
定
。
日
本
語
で
書

か
れ
た
日
本
の
鉄
道
の
時
刻
表
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
調
べ
な
が
ら
、
東
京
駅
か
ら
出
発
す
る
旅
行
の
計

画
を
立
て
る
と
い
う
内
容
だ
。
そ
の
な
か
で
は
、
学

生
が
「
旅
行
者
役
」
と
「
店
員
役
」
に
分
か
れ
、「
浅

草
で
土
産
物
を
買
う
」
と
い
う
状
況
を
即
興
で
演
じ

る
「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
」
も
実
施
。
日
本
語
を
実
際
に

使
う
場
面
を
擬
似
体
験
さ
せ
る
こ
れ
ら
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
、
や
は
り
事
後
に
行
っ
た
学
生
た
ち
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
評
価
の
高
い
も
の
だ
っ
た
。

教
員
た
ち
の
能
力
向
上
に
向
け
た
支
援

　
配
属
先
か
ら
の
要
望
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
浅

野
さ
ん
は
ベ
ト
ナ
ム
人
教
員
た
ち
へ
の
技
術
指
導
に

も
力
を
入
れ
た
。
浅
野
さ
ん
は
ま
ず
、
普
段
の
や
り

と
り
を
通
じ
て
彼
ら
の
日
本
語
能
力
を
チ
ェ
ッ
ク
。

す
る
と
、
彼
ら
は
日
本
語
を
使
っ
て
日
本
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
会
話
は
成
り
立
つ
も
の
の
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
と
は
異
な
る
発
音
が
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
浅
野
さ
ん
は
ベ
ト
ナ
ム
人
教
員
た
ち
の

授
業
を
見
学
。
そ
こ
で
見
え
た
課
題
は
、「
文
法
積

み
上
げ
式
」
と
呼
ば
れ
る
従
来
型
の
指
導
方
法
が
と

ら
れ
て
い
た
点
だ
。
こ
れ
は
、
優
し
い
も
の
か
ら
順

に
文
型
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
「
覚
え
」
さ
せ
る
も
の
。

そ
れ
で
は
実
践
的
な
日
本
語
能
力
が
養
わ
れ
な
い
と

の
反
省
か
ら
、日
本
国
内
の
日
本
語
教
育
で
は
現
在
、

「
買
い
た
い
も
の
に
つ
い
て
店
員
に
質
問
す
る
」
な

ど
の
場
面
を
設
定
し
、そ
う
し
た
場
面
で
「
使
え
る
」

日
本
語
を
指
導
し
て
い
く
「
場
面
シ
ラ
バ
ス
に
よ
る

C
a
n
‐
d
o
方
式
」
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
以
上
の
観
察
か
ら
、
浅
野
さ
ん
は
ベ
ト
ナ
ム
人
教

員
た
ち
へ
の
技
術
指
導
は
、「
彼
ら
自
身
の
日
本
語

能
力
の
向
上
」
と
「
彼
ら
の
日
本
語
教
授
能
力
の
向

上
」
の
2
本
柱
で
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
紹
介
　
浅
野
さ
ん
は
、
ベ
ト
ナ

ム
人
教
員
た
ち
の
発
音
の
誤
り
を
直
接
指
摘
す
る
こ

と
は
避
け
た
。
彼
ら
の
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
た
り
、

自
信
を
失
わ
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
だ
ろ
う
と
考
え

た
か
ら
だ
。
そ
の
代
わ
り
に
、
手
軽
に
発
音
の
確
認

が
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
紹
介
。
授
業
の
前
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
勧
め
て
み
る
と
、
そ
れ
を
実
践

し
て
い
る
様
子
が
、
彼
ら
の
発
音
の
改
善
か
ら
う
か

が
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
「
勉
強
会
」
の
開
催
　
浅
野
さ
ん
は
ベ
ト
ナ
ム
人

教
員
た
ち
の
日
本
語
教
授
能
力
の
向
上
を
目
的
に
、

半
月
に
1
度
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
会
を
開
催
。
彼
ら
の

指
導
方
法
が
旧
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、

C
a
n
‐
d
o
方
式
へ
の
転
換
を
促
し
た
。

●
S
N
S
で
相
談
に
対
応
　
ベ
ト
ナ
ム
人
教
員
の
な

か
に
は
、「
学
生
か
ら
の
質
問
に
自
信
を
持
っ
て
回

答
で
き
な
い
」
と
打
ち
明
け
る
人
も
い
た
。
特
に
苦

戦
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
の
は
、
文
法
の
応
用
に
関

す
る
質
問
だ
。
そ
こ
で
浅
野
さ
ん
は
、
S
N
S
を
使

い
、
ベ
ト
ナ
ム
人
教
員
か
ら
日
本
語
教
育
に
関
す
る

相
談
を
随
時
受
け
付
け
、回
答
し
て
い
っ
た
。

　
浅
野
さ
ん
が
ベ
ト
ナ
ム
人
教
員
た
ち
に
与
え
た
以

上
の
よ
う
な
刺
激
に
、
彼
ら
は
「
さ
ら
に
進
歩
し
な

け
れ
ば
」
と
の
自
覚
が
強
ま
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
そ

の
自
覚
さ
え
あ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
日
本
語

に
関
す
る
情
報
を
得
る
チ
ャ
ン
ス
が
多
く
な
っ
て
い

る
な
か
、
彼
ら
自
身
の
力
で
学
科
の
レ
ベ
ル
を
さ
ら

に
上
げ
て
い
く
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

日系企業就職
希望者への指導

大学の日本語学科に配属され
た浅野さん。担当した授業のな
かで、現地教員の授業に不足し
ていた「実践的な日本語能力を
伸ばす」という要素の拡充を図
る一方、彼らの日本語能力や日
本語の指導力の向上支援にも
力を入れた。

現
地
教
員
の
能
力
強
化
を
図
り
、

日
本
語
学
科
の
レ
ベ
ル
を
底
上
げ

さ
ん
（
S
V
／
ベ
ト
ナ
ム
・
日
本
語
教
育
・
2
0
1
6
年
度
4
次
隊
）
の
事
例

　
浅
野
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
最
大

の
都
市
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
あ
る
国
立
大
学
の
外
国

語
学
部
日
本
語
学
科
。
学
生
数
が
約
5
0
0
人
と
い

う
規
模
の
学
科
だ
。
日＊

本
語
能
力
試
験
の
N
3
に
合

格
す
る
こ
と
が
卒
業
の
条
件
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
お

り
、卒
業
生
の
約
8
割
は
日
系
企
業
に
就
職
す
る
。

　
同
学
科
で
は
、彼
ら
を
対
象
に
し
た
授
業
の
ほ
か
、

第
二
外
国
語
に
日
本
語
を
選
択
し
た
他
学
科
の
学
生

へ
の
授
業
も
実
施
。
配
置
さ
れ
て
い
た
常
勤
の
教
員

は
4
人
で
、
い
ず
れ
も
10
年
前
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
持

つ
ベ
ト
ナ
ム
人
だ
っ
た
。
浅
野
さ
ん
の
活
動
の
柱
と

な
っ
た
の
は
、
非
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
彼
ら
が
不
得

意
と
す
る
「
会
話
」
や
「
作
文
」、「
日
本
文
化
」
の

授
業
を
担
当
す
る
こ
と
、
お
よ
び
彼
ら
の
さ
ら
な
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
指
導
を
行
う
こ
と
だ
。

実
戦
的
な
日
本
語
能
力
を
伸
ば
す
授
業

　
担
当
す
る
授
業
で
浅
野
さ
ん
が
留
意
し
た
の
は
、

「
実
践
的
な
日
本
語
能
力
」
を
伸
ば
す
工
夫
を
す
る

こ
と
だ
。
卒
業
生
が
就
職
し
た
日
系
企
業
か
ら
、「
よ

り
高
い
会
話
力
を
学
生
に
身
に
つ
け
さ
せ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
配
属
先
に
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
な
状
態
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
従
来
、ベ
ト
ナ
ム
人
教
員
が
行
っ
て
い
た
「
会
話
」

の
授
業
は
「
講
義
形
式
」
が
メ
イ
ン
で
、
定
型
文
や

単
語
を
暗
記
さ
せ
る
「
イ
ン
プ
ッ
ト
」
に
時
間
が
費

や
さ
れ
て
い
た
。
わ
ず
か
に
設
け
ら
れ
て
い
た
「
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
」
の
時
間
も
、「
教
員
が
フ
レ
ー
ズ
の

発
音
の
手
本
を
示
し
、
学
生
が
そ
れ
を
リ
ピ
ー
ト
す

る
」、あ
る
い
は
「
教
科
書
に
あ
る
会
話
の
例
文
を
2

人
1
組
で
読
み
上
げ
る
」
な
ど
、
文
型
を
「
覚
え
る
」

だ
け
の
練
習
に
留
ま
っ
て
い
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
よ
り
実
践
的
な
練
習
と
し
て
浅

野
さ
ん
が
授
業
に
取
り
入
れ
た
の
は
、「
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
型
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
」。
学
生
が
ペ
ア
や
グ

ル
ー
プ
に
な
り
、
た
っ
た
今
学
ん
だ
ば
か
り
の
文
型

を
使
い
な
が
ら
、「
例
文
」
を
離
れ
て
自
由
に
質
問

し
合
う
も
の
だ
。
た
と
え
文
型
や
単
語
が
や
さ
し
い

レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
も
、
相
手
に
伝
え
る
内
容
を
自
分

で
考
え
な
が
ら
、
覚
え
た
ば
か
り
の
文
型
や
単
語
を

適
切
な
表
現
へ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、

そ
の
分
、
意
思
疎
通
が
叶
っ
た
と
き
の
達
成
感
は
大

き
い
。
そ
の
た
め
、
学
生
た
ち
は
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

に
嬉
々
と
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
会
話
で
の

表
現
力
が
み
る
み
る
つ
い
て
い
く
の
だ
っ
た
。

❷❸

事例 1全体の状況を把握
日本語教育分野の場合、現地教員の育
成など、その国が全体としてどのような
方針で動いているかを早めにつかむの
が重要かと思います。そうすることで、
配属先にあるさまざまな課題のうち、
自分に解決可能なものがどれなのかが
見えてくるからです。 ＊ 日本語能力試験…（公財）日本国際教育支援協会と（独）国際交流基金が主

催する、日本語を母語としない人たちの日本語能力を測定し、認定する試験。

N1からN5まで5段階（N1がもっとも高いレベル）の試験が設けられている。
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竹
田
さ
ん
の
配
属
先
は
、
首
都
近
郊
に
あ
る
国
立

大
学
の
文
学
哲
学
部
文
学
言
語
学
科
。
選
択
制
の
第

二
外
国
語
の
ひ
と
つ
と
し
て
日
本
語
授
業
が
開
講
さ

れ
て
お
り
、
全
学
年
で
計
1
2
0
人
程
度
の
学
生
が

選
択
し
て
い
た
。
レ
ベ
ル
別
に
6
つ
の
ク
ラ
ス
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
も
っ
と
も
易
し
い
レ
ベ
ル
の
ク
ラ

ス
か
ら
受
講
し
始
め
、
中
間
試
験
や
期
末
試
験
で
及

第
点
を
取
る
と
、
次
の
学
期
に
は
ひ
と
つ
上
の
ク
ラ

ス
に
進
め
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
竹

田
さ
ん
の
メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ
た
の
は
、
初
級
の

3
ク
ラ
ス
の
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
。
い
ず
れ
の
ク

ラ
ス
も
学
生
数
は
約
30
人
だ
。

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
学
生
指
導

　
竹
田
さ
ん
が
担
当
し
た
ク
ラ
ス
は
、
日
本
の
マ
ン

ガ
や
ア
ニ
メ
を
通
じ
て
日
本
や
日
本
語
に
興
味
を

持
っ
た
学
生
が
大
半
。
初
級
の
段
階
か
ら
仕
事
や
留

学
で
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
日
本
語
を
学
習
す
る

学
生
は
稀
だ
っ
た
。
一
方
、
授
業
で
使
わ
れ
て
い
た

教
科
書
は
、『
み
ん
な
の
日
本
語
』
を
ベ
ー
ス
に
し

た
も
の
で
、
文
法
を
優
し
い
も
の
か
ら
順
に
ひ
と
つ

ひ
と
つ
マ
ス
タ
ー
し
て
い
く
「
文
法
積
み
上
げ
式
」

の
構
成
に
な
っ
て
い
た
。

　
教
え
子
た
ち
に
と
っ
て
、
文
法
の
知
識
を
確
実
に

す
る
こ
と
よ
り
も
、
い
つ
か
日
本
人
の
友
人
が
で
き

た
と
き
な
ど
に
楽
し
く
会
話
が
で
き
る
よ
う
、
実
践

的
な
会
話
の
能
力
を
養
う
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
で
は

な
い
か
。そ
う
考
え
た
竹
田
さ
ん
は
、教
科
書
に
沿
っ

て
授
業
を
展
開
し
つ
つ
、「
実
践
的
な
会
話
の
能
力
」

を
育
て
る
指
導
を
な
る
べ
く
多
く
取
り
入
れ
る
よ
う

に
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
方
法
が
、「『
一
番
好
き
な

日
本
の
●
●
』
を
発
表
す
る
時
間
」
の
導
入
だ
。
担

当
す
る
授
業
で
毎
回
、
い
ず
れ
か
の
学
生
に
「
一
番

好
き
な
漢
字
」
や
「
一
番
好
き
な
日
本
の
文
化
」
を

発
表
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。
日
本
語
で
の
発
表

を
原
則
と
し
た
が
、
そ
れ
が
難
し
い
場
合
に
は
、
ス

ペ
イ
ン
語
で
の
発
表
も
可
と
し
た
。「
日
本
が
好
き
」

と
い
う
共
通
項
で
結
ば
れ
た
学
生
た
ち
で
あ
る
た

め
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
発
表
す
る
学
生
も
そ
れ
を
聞

く
学
生
も
目
の
輝
き
が
変
わ
り
、
な
ん
と
か
日
本
語

で
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
、
日
本
語
学
習
へ

の
熱
も
高
ま
っ
て
い
く
の
だ
っ
た
。

　
日
本
語
教
育
隊
員
が
代
々
派
遣
さ
れ
て
き
た
配
属

大
学
で
は
、
学
生
が
自
分
の
授
業
の
合
間
を
縫
っ
て

日
本
語
教
育
隊
員
の
授
業
に
「
学
生
ア
シ
ス
タ
ン

ト
」
と
し
て
入
り
、
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
る
説
明
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
制
度
が
10
年
ほ
ど
前
か
ら
続
け

ら
れ
て
い
た
。
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
な
る
の
は
、

も
っ
と
も
高
い
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ス
で
勉
強
中
の
、
も

し
く
は
そ
れ
を
修
了
し
た
学
生
の
希
望
者
で
、
成
績

に
よ
り
、
1
人
に
は
大
学
か
ら
奨
学
金
も
出
る
。
日

本
語
教
師
と
し
て
働
く
こ
と
を
目
指
せ
る
レ
ベ
ル
の

学
生
に
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
よ
う
な
体
験
を

積
ま
せ
、
コ
ス
タ
リ
カ
人
の
日
本
語
教
師
の
増
加
を

後
押
し
し
よ
う
と
の
意
図
で
始
ま
っ
た
制
度
だ
。
実

際
、
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
経
験
し
た
卒
業
生
の
多

く
が
、
コ
ス
タ
リ
カ
国
内
の
民
間
の
日
本
語
学
校
で

日
本
語
教
師
と
し
て
活
躍
し
始
め
て
い
る
。

　
竹
田
さ
ん
は
、
こ
の
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
へ
の
技

術
指
導
に
も
力
を
入
れ
た
。
彼
ら
に
入
っ
て
も
ら
う

授
業
の
前
に
は
、
か
な
ら
ず
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

「
こ
の
文
法
は
、
あ
な
た
が
教
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
担
当
し
て
も
ら
う
役
割
を
明
示
。
事
前
に
準
備
を

し
た
う
え
で
授
業
に
挑
ん
で
も
ら
い
、
授
業
の
後
に

は
彼
ら
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
を
伝

え
、改
善
に
つ
な
げ
て
も
ら
っ
た
。

　現
地
の
日
本
語
教
師
の
主
体
性
向
上
に
向
け
て

　
首
都
に
あ
る
コ
ス
タ
リ
カ
大
学
に
も
、
代
々
、
日

本
語
教
育
隊
員
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
。
竹
田
さ
ん
が

着
任
早
々
に
着
目
し
た
の
は
、
せ
っ
か
く
両
大
学
に

日
本
語
教
育
隊
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
日
本
語
学
習
者
が
接
点
を
持
つ
機
会
が
な
い

こ
と
だ
っ
た
。
日
本
が
好
き
な
コ
ス
タ
リ
カ
人
た
ち

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
れ
ば
、
同
国
で
の
日
本
語

教
育
も
い
っ
そ
う
盛
り
上
が
る
は
ず
だ
と
考
え
た
竹

田
さ
ん
は
、そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
催
し
を
、

コ
ス
タ
リ
カ
大
学
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
日
本
語
教
育

隊
員
と
と
も
に
企
画
。
両
大
学
の
日
本
語
学
習
者
に

よ
る
「
運
動
会
」
だ
。

　
コ
ス
タ
リ
カ
に
は
、
同
国
の
日
本
語
教
育
の
活
性

化
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
「
日
本
語
教
師
会
」
と
い

う
組
織
が
あ
る
。
主
な
メ
ン
バ
ー
は
、
日
本
語
教
育

隊
員
な
ど
同
国
で
日
本
語
教
育
に
携
わ
る
日
本
人

と
、
コ
ス
タ
リ
カ
人
の
日
本
語
教
師
だ
。
会
で
は
従

来
、
日
本
語
弁
論
大
会
の
開
催
な
ど
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、そ
う
し
た
活
動
で
は
、「
日
本
語
能
力
は
ネ
イ

テ
ィ
ブ
に
は
及
ば
な
い
」
と
の
引
け
目
か
ら
、
コ
ス

タ
リ
カ
人
メ
ン
バ
ー
は
参
加
に
消
極
的
だ
っ
た
。
そ

こ
で
竹
田
さ
ん
た
ち
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
人
メ
ン
バ
ー

が
会
の
活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
に
し

よ
う
と
考
え
、「
日
本
語
」
と
は
離
れ
た
催
し
で
あ

る
「
運
動
会
」
を
会
の
主
催
と
し
た
。

　
初
回
の
開
催
は
、
竹
田
さ
ん
の
着
任
の
約
3
カ
月

後
。
両
大
学
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
15
人
ほ
ど
の
学
生
が
参

加
し
、
公
園
を
会
場
に
「
パ
ン
食
い
競
争
」
や
「
綱

引
き
」
な
ど
、
日
本
の
運
動
会
の
定
番
種
目
を
大
学

対
抗
で
戦
っ
た
。
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
竹
田
さ
ん

た
ち
日
本
人
メ
ン
バ
ー
が
提
供
。
学
生
ア
シ
ス
タ
ン

ト
た
ち
に
も
、
初
め
て
の
運
動
会
を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
。
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、「
運
動
会
」
と
い

う
日
本
特
有
の
イ
ベ
ン
ト
に
触
れ
た
こ
と
か
ら
、
日

本
語
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
こ
の
運
動
会
の
評
判
が
広
が
り
、
コ
ス

タ
リ
カ
の
大
学
に
在
籍
す
る
日
本
人
留
学
生
が
参
加

し
て
、「
日
本
語
学
習
者
が
日
本
人
と
交
流
す
る
機

会
の
創
設
」
と
い
う
新
た
な
意
義
を
加
え
た
「
日
本

語
教
育
関
係
者
の
運
動
会
」
が
、
大
使
館
や
現
地
の

日
本
人
学
校
の
協
力
の
も
と
、
竹
田
さ
ん
の
任
期
中

に
2
回
実
現
す
る
。
日
本
語
教
師
会
の
コ
ス
タ
リ
カ

人
メ
ン
バ
ー
が
回
を
追
う
ご
と
に
運
営
の
主
力
と
な

な
る
よ
う
に
注
力
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
力
に
よ

り
、
同
国
の
日
本
語
教
育
界
の
伝
統
と
し
て
「
運
動

会
」
を
続
け
て
い
く
可
能
性
も
高
ま
っ
た
。

❶学校を超えた日本語学習者の交流を目的に開
催した運動会で、綱引きに取り組む学生たち

❷竹田さんの授業で「好きな漢字」の発表を行
う学生。「侘（わび）」「寂（さび）」の意味、
使い方、書き順、好きな理由などを説明してい
る

❸❹学期に1度ずつ実施した「日本文化」の授
業で、「書道」（❸）や「箸」（❹）を体験す
る学生たち

❷

❹

❸ ❶

さん

■  P ro f i l e
1991年生まれ、石川県出身。2014
年に京都外国語大学を卒業し、日本
語教師としてベトナムの日本語学校
に就職。17年6月、協力隊員としてコ
スタリカに赴任。19年6月に帰国。

■  活動の概要

ナショナル大学（エレディア県）の文
学哲学部文学言語学科に配属され、
主に以下の活動に従事。
●日本語授業の実施
●学生アシスタントへの指導
●日本語教師会の活動への参加（日

本語能力試験や弁論大会の運営
支援、日本語学習者による運動会
の開催）

●原爆についての講演会の開催

後輩隊員へ
ひとこと

日本語教育分野の活動ポイント特 集  1

できることを継続して
任期中は、「後任隊員は来るのか」など、
先が見えないことによる迷いや不安を
持つことがあるかもしれません。しか
し、2年間という時間は限られています。

「これはやるべきだ」と感じた目の前の
活動に全力で取り組むことが何より重
要ではないかと思います。

大学生への指導

大学で日本語の授業を担当し
た竹田さん。学校を超えて日本
語学習者が交流する機会をつ
くることを目的に「運動会」を
開催したところ、現地の日本人
留学生も参加する大規模な定
例行事へと発展していった。

日
本
語
教
育
の
盛
り
上
げ
を
目
的
に

日
本
語
学
習
者
の「
運
動
会
」
を
開
催

さ
ん
（
コ
ス
タ
リ
カ
・
日
本
語
教
育
・
2
0
1
7
年
度
1
次
隊
）
の
事
例

事例 2
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❶アシスタントの教員（左）とともに、配属先で日本語の授業を行う大野さん
（右）

❷❸日系1世の人たちを講師として招いて行った「日本語キャンプ」での日
本文化の体験学習。❷は、日系1世の講師（左）から日系3世の生徒
が教わる「華道」の体験学習。❷は、日系1世の講師（左）から日系3
世の生徒が教わる「茶道」の体験学習

❷❸

❶

さん

■  P ro f i l e
1989年生まれ、京都府出身。横浜
国立大学を卒業後、金融系企業に
入社。2015年、国際交流基金アジア
センターが実施する “日本語パート
ナーズ” 派遣事業でインドネシアに
赴任。16年6月、日系社会青年ボラ
ンティアとしてブラジルに赴任。18
年6月に任期を終えた後、日本の商
社がブラジルに置く事務所に勤務。

■  活動の概要

N.S・ラーモス日本語学校（サンタ
カタリーナ州）に配属され、主に以
下の活動に従事。
●日本語授業の実施
●日本文化の授業の実施（書道、折

り紙、歌など）
●移民学習の実施
●「日本語キャンプ」の企画・運営
●日系社会の活動への参加（和太

鼓クラブ、運動会、夕食会など）

後輩隊員へ
ひとこと

う
事
実
だ
。
そ
の
点
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
同

じ
は
ず
だ
と
大
野
さ
ん
は
思
い
当
た
る
。「
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
る
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒

が
自
身
の
日
本
語
能
力
の
向
上
を
感
じ
ら
れ
る
機
会

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、
彼
ら
の
日
本
語
を
学
ぶ
意
欲

は
中
途
半
端
な
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

　
そ
う
考
え
た
大
野
さ
ん
が
、「
日
本
語
能
力
の
向

上
を
感
じ
ら
れ
る
機
会
」
を
創
出
す
る
た
め
に
と
っ

た
策
の
ひ
と
つ
は
、
毎
回
の
授
業
へ
の
「
復
習
テ
ス

ト
」
の
導
入
。
も
う
ひ
と
つ
は
、保
護
者
会
の
半
年
後

に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
「
日
本
語
能
力
試
験

（
P6
の
注
釈
参
照
）」
を
生
徒
た
ち
の
達
成
目
標
に
据

え
て
授
業
を
行
う
こ
と
だ
。

　
日
本
語
能
力
試
験
の
受
験
を
希
望
し
た
の
は
、
中

学
生
か
ら
成
人
ま
で
の
計
7
人
。
い
ず
れ
の
生
徒
も

初
め
て
挑
戦
す
る
も
の
で
あ
り
、
受
験
し
た
の
は

も
っ
と
も
や
さ
し
い
レ
ベ
ル
の
N
5
で
あ
る
。
受
験

の
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
た
の
は
、
遠
方
に
あ
る
試
験
会

場
ま
で
の
交
通
費
と
宿
泊
費
の
捻
出
方
法
だ
っ
た
。

大
野
さ
ん
た
ち
教
員
陣
は
保
護
者
の
協
力
を
仰
ぎ
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
生
徒
た
ち
と
と
も
に
「
う
ど

ん
」
な
ど
を
調
理
し
て
販
売
。
そ
の
売
り
上
げ
を
足

し
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、受
験
が
叶
っ
た
。

　
日
本
語
能
力
試
験
の
結
果
は
、
7
人
中
3
人
が
合

格
。
彼
ら
は
案
の
定
、
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
へ
の
意

欲
を
に
わ
か
に
高
め
、
日
系
社
会
の
次
世
代
を
担
う

人
材
を
日
本
に
招
へ
い
し
て
研
修
を
行
う
J
I
C
A

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
系
社
会
次
世
代
育
成
研
修
」
へ

の
応
募
を
試
み
る
な
ど
、
次
の
学
び
の
ス
テ
ッ
プ
を

自
ら
開
拓
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
日
本
語
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催

　
前
述
の
保
護
者
会
で
は
、「
生
徒
た
ち
が
教
室
の

外
で
も
日
本
語
を
話
す
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
出
た
。
そ
う
し
た
機
会
の

設
定
を
、
配
属
校
の
継
続
的
な
仕
組
み
と
し
て
定
着

さ
せ
よ
う
と
の
目
論
見
で
大
野
さ
ん
が
任
期
の
終
盤

に
企
画
し
た
の
は
、
1
泊
2
日
の
「
日
本
語
キ
ャ
ン

プ
」。
生
徒
た
ち
が
、
日
本
語
を
母
語
と
し
て
生
き
て

き
た
日
系
1
世
た
ち
と
あ
ら
た
め
て
交
流
を
図
る
目

的
の
催
し
だ
。
大
野
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
の
日
系
人
と

の
付
き
合
い
の
な
か
で
、
日
系
人
の
家
庭
で
は
、
日

本
語
を
母
語
と
す
る
祖
父
母
が
身
近
に
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
環
境
が
日
本
語
学
習
に
生
か
さ
れ

て
お
ら
ず
、
家
庭
内
で
は
む
し
ろ
継
承
語
教
育
は
難

し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
両

者
を
つ
な
ぐ
催
し
を
定
例
化
す
る
こ
と
で
、
生
徒
た

ち
が
家
庭
の
な
か
で
祖
父
母
と
日
本
語
を
使
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
し
た
い
と
、
大
野
さ

ん
は
考
え
た
の
だ
っ
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
生
徒
は
、
小
・
中
学
生
を

中
心
と
す
る
14
人
。
こ
こ
で
も
保
護
者
た
ち
に
手
を

借
り
、
1
日
目
の
夜
は
、
手
作
り
の
カ
レ
ー
を
食
べ

る
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
実
施
。あ
く
る
日
に
は
、

日
系
1
世
の
人
た
ち
に
講
師
と
な
っ
て
も
ら
い
、「
華

道
」
や
「
茶
道
」
な
ど
を
生
徒
た
ち
が
体
験
し
た
。

後
日
、
生
徒
た
ち
は
講
師
と
な
っ
て
く
れ
た
日
系
1

世
の
人
た
ち
に
日
本
語
の
お
礼
状
を
贈
っ
た
。

 

「
来
年
も
日
本
語
キ
ャ
ン
プ
は
あ
る
の
で
す
か
」。
生

徒
た
ち
が
そ
う
尋
ね
て
く
る
ほ
ど
、
彼
ら
は
「
新
た

に
出
会
っ
た
日
本
」
に
楽
し
さ
を
感
じ
た
よ
う
だ
っ

た
。
日
本
か
ら
海
を
わ
た
っ
て
き
た
日
系
1
世
、
大

野
さ
ん
の
教
え
子
で
あ
る
日
系
3
世
、
そ
し
て
そ
の

保
護
者
に
あ
た
る
日
系
2
世
た
ち
。
大
野
さ
ん
が
果

た
し
た
の
は
、「
外
部
者
」
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
、
彼

ら
の
間
の
関
係
を
つ
な
ぎ
直
す
「
潤
滑
油
」
と
し
て

の
役
割
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

日系日本語学校
での指導

日系日本語学校に配属され、

日本語の授業を担当した大野

さん。日系3世の生徒たちと、

彼らの祖父母にあたる日系1

世の世代とをつなぐことを目

的に、「日本語キャンプ」を

開催した。

変
わ
り
ゆ
く
日
系
社
会
の
世
代
と
世
代
を
つ
な
ぐ

「
日
本
語
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催

さ
ん
（
日
系
J
V
／
ブ
ラ
ジ
ル
・
日
系
日
本
語
学
校
教
師
・
2
0
1
6
年
度
派
遣
）
の
事
例

事例 3

　
大
野
さ
ん
が
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
に
日
本
人

の
入
植
が
始
ま
っ
た
ラ
ー
モ
ス
移
住
地
。
そ
こ
の
日

系
団
体
「
N
・
S
・
ラ
ー
モ
ス
日
伯
文
化
体
育
協
会
」

が
運
営
す
る
日
本
語
学
校
「
N
・
S
・
ラ
ー
モ
ス
日

本
語
学
校
」
が
配
属
先
だ
。
大
野
さ
ん
の
着
任
を
受

け
て
生
徒
の
追
加
募
集
が
行
わ
れ
、
着
任
後
ま
も
な

く
生
徒
数
は
30
人
程
度
の
水
準
に
な
っ
た
。
同
移
住

地
に
は
当
時
、
約
30
家
族
の
日
系
人
が
暮
ら
し
て
お

り
、
生
徒
の
約
3
分
の
2
は
そ
の
子
弟
た
ち
。
大
半

が
、
す
で
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
母
語
と
な
っ
て
い
る

日
系
3
世
だ
。
残
り
は
、
日
本
に
興
味
を
持
つ
地
域

の
非
日
系
人
だ
っ
た
。
生
徒
の
年
齢
は
小
学
校
低
学

年
か
ら
成
人
ま
で
と
幅
広
く
、
日
本
語
能
力
に
も
初

級
か
ら
上
級
ま
で
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。

　
従
来
、
授
業
を
メ
イ
ン
で
担
当
し
、
大
野
さ
ん
の

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
滞
在
歴

も
あ
っ
て
流
暢
に
日
本
語
を
話
す
日
系
2
世
の
女
性

（
以
下
、
C
P
）。
ほ
か
に
、
4
人
の
日
系
2
世
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
て
い
た
。
い

ず
れ
も
日
常
会
話
程
度
の
日
本
語
が
話
せ
る
と
い
う

理
由
で
配
属
先
か
ら
依
頼
を
受
け
た
保
護
者
や
関
係

者
だ
。

　
生
徒
を
年
齢
層
や
レ
ベ
ル
に
よ
り
8
ク
ラ
ス
に
分

け
、
1
コ
マ
90
分
の
授
業
が
そ
れ
ぞ
れ
週
に
2
コ
マ

ず
つ
実
施
さ
れ
て
い
た
。
現
地
語
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

を
媒
介
言
語
と
し
て
使
う
「
間
接
法
」
で
授
業
が
行

わ
れ
て
お
り
、
大
野
さ
ん
は
着
任
当
初
、
授
業
で
使

い
こ
な
せ
る
だ
け
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
力
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
C
P
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
た
ち
と
の

チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
授
業
を
実
施
し
た
。

日
本
語
能
力
そ
の
も
の
の
向
上
に
向
け
て

　
大
野
さ
ん
が
当
初
、
配
属
先
か
ら
要
望
さ
れ
た
の

は
、
生
徒
が
「
日
本
文
化
」
に
触
れ
る
機
会
を
積
極

的
に
提
供
す
る
役
目
だ
。
日
本
文
化
に
触
れ
る
こ
と

は
、
日
本
語
学
習
の
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
た
大
野
さ
ん
は
、
配
属
先
の
要
望
に
応
え
よ
う

と
、
書
道
や
折
り
紙
な
ど
日
本
文
化
を
楽
し
く
学
べ

る
授
業
の
実
施
に
力
を
入
れ
た
。

　
し
か
し
、
任
期
の
半
ば
に
転
機
が
訪
れ
る
。
自
身

の
そ
れ
ま
で
の
活
動
の
振
り
返
り
と
、
以
後
の
活
動

の
方
針
立
て
に
つ
い
て
C
P
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
話

し
合
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
配
属
校
で
定
期
的
に
行
わ

れ
て
い
た
「
保
護
者
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で

わ
か
っ
た
の
は
、
生
徒
の
日
本
語
能
力
が
ど
れ
ほ
ど

伸
び
て
い
る
の
か
が
保
護
者
に
は
見
え
に
く
く
、
学

校
に
通
わ
せ
る
意
義
を
彼
ら
は
確
信
し
づ
ら
い
と
い

日本語教育分野の活動ポイント特 集  1

根気よく擦り合わせを！
日系社会での活動で重要なことは、日
系人をはじめとする関係者といかに良
い関係を築くことだと思います。彼らが
従来継承してきた社会づくりの流れを
尊重しつつ、「プラスα」として貢献でき
る変化を探ってみてください。



ボランティア成果品 

Pick Up
（日本語教育分野）

12ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1 013 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1 0

JICA海外協力隊への技術支援を目的に、分野ごとに
配置されている技術顧問。派遣中隊員から寄せられ
た活動に関する相談と、それに対する技術顧問によ
る回答の例をご紹介します。

活動Q&A集
協力隊技術顧問が回答

回答者 
さん

●JICA海外協力隊技術顧問
　（担当分野：日本語教育）
●専修大学文学部非常勤講師

作者：インドネシアの日本語教育隊員
内容：インドネシアの日本語初学者向け教

材。易しい会話表現をイラスト付きで
紹介している。

形態：カラー・約190ページ・日本語（ロー
マ字を併記）とインドネシア語

構成：「挨拶」「数字」「生活」「趣味」「休
みの日」ほか、全12パート

作者：タジキスタンの日本語教育隊員
内容：日本語学科の学生の学習意欲向上

を目的に作成した「学科の行事の記
録集」（❶）と「ニュースレター（4学
年分）」（❷）。

形態：❶A4判・22ページ
 ❷A4判・1学年分が約20ページ

作者：パプアニューギニアの日本語教育隊員
内容：ビデオで日本語の能力を競う「日本

語ビデオコンテスト」の出場作品集。
課題は「自分たちの文化の紹介」で、

「ダンス」や「葬式」、「民話」などが取
り上げられた。

形態：1作品5分程度・日本語
構成：画像や動画に日本語のナレーション

やインタビューを入れたビデオ

『日本語初級会話テキスト
   （インドネシアの初学者向け）』

『日本語学科行事資料
   及びニュースレター』

『パプアニューギニア大学
  日本語ビデオコンテスト（2015年、2016年）』

た
文
例
や
会
話
例
を
提
示
し
て
、
学
習
負
担
を
軽
減
す

る•
既
習
項
目
を
取
り
入
れ
て
、
過
去
の
学
習
が
次
の
学

習
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
を
生
徒
に
実
感
さ
せ
る

•
や
さ
し
い
も
の
か
ら
む
ず
か
し
い
も
の
へ
生
徒
が
着

実
に
小
さ
い
成
功
を
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

•
な
ぜ
で
き
な
い
か
を
生
徒
自
身
が
確
認
で
き
る
よ

う
に
す
る

•
S
N
S
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
生
徒
が
学
校

や
自
分
の
国
に
つ
い
て
日
本
語
で
発
信
す
る
な
ど
、
学

習
し
た
こ
と
を
使
う
場
を
作
る

　
も
う
一
つ
は
、「
遠
い
日
本
を
近
づ
け
る
」
こ
と
で

す
。
日
本
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
百
科
事
典
的
な
日
本
で
は
な
く
、
同
じ
年
頃
の
日

本
人
生
徒
が
ど
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
ど
ん
な
生

活
を
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
、文
例
、会
話
例
、読
解
文

で
取
り
上
げ
ま
す
。
例
え
ば
、
中
高
校
生
の
か
ば
ん
の

中
身
、勉
強
し
て
い
る
科
目
、将
来
な
り
た
い
職
業
、興

味
が
あ
る
こ
と
、
悩
み
な
ど
を
、
学
習
す
る
語
彙
や
文

型
に
応
じ
て
取
り
上
げ
ま
す
。
教
師
自
身
、
ま
た
は
身

近
な
人
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
習
者
の
自
国
に

あ
る
日
本
や
日
本
の
も
の
（
街
で
目
や
耳
に
す
る
こ

と
、
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る
も
の
な
ど
）、
日
本
に
つ

い
て
知
り
た
い
こ
と
を
調
べ
さ
せ
る
な
ど
、
学
習
者
自

身
が
学
習
内
容
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
も
効

果
的
で
す
。

　

中
等
教
育
機
関
に
配
属
さ
れ
、選
択
科
目
で
あ
る
日

本
語
の
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
卒

業
後
に
日
本
語
の
能
力
を
生
か
せ
る
仕
事
に
就
け
る

可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、生
徒
た

ち
に
と
っ
て
日
本
は
身
近
な
国
と
い
う
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
、
日
本
語
を
学
ぶ
意
義
が
曖

昧
な
生
徒
た
ち
に
、日
本
語
を
学
ぶ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
て
も
ら
う
方
法
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　　
学
習
意
欲
を
高
め
る
方
法
を
４
つ
の
領
域
〈
①
注

意
（A

ttention

）
②
関
連
性
（R

elevance

）
③
自

信
（C

onfidence

）
④
満
足
感
（S

atisfaction

）〉

で
整
理
し
た
A
R
C
S
モ
デ
ル
で
は
、
学
習
者
の
好

奇
心
を
刺
激
し
、
関
心
を
持
た
せ
る
こ
と
（
①
）、
学

習
を
学
習
者
の
経
験
や
知
識
と
関
連
付
け
る
こ
と

（
②
）、
学
習
が
成
功
す
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
こ
と

（
③
）、学
習
者
が
学
習
の
成
果
を
実
感
で
き
る
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
（
④
）
が
学
習
意
欲
を
高
め
る
の
に

効
果
的
だ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
日
本
語
学
習
に

当
て
は
め
て
み
る
と
、以
下
の
方
法
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

•
「
何
だ
ろ
う
」
と
思
わ
せ
る
写
真
や
映
像
を
使
う

•
授
業
の
始
め
方
、
進
め
方
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
持
た

せ
、パ
タ
ー
ン
化
す
る
こ
と
を
避
け
る

•
生
徒
が
得
意
な
分
野
や
生
徒
の
身
近
な
こ
と
に
配

慮
し
た
、
ま
た
、
生
徒
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
利
用
し

生
徒
た
ち
の
日
本
語
学
習
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
め
方
に
つ
い
て

中
等
教
育
機
関
で
活
動
す
る
日
本
語
教
育
隊
員
よ
り

Q1A1

い
う
よ
う
な
や
り
と
り
を
、
母
語
で
で
き
る
が
日
本
語

で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
さ
せ
て
い
け
ば
、
学

習
者
が
自
ら
会
話
の
機
会
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
話
者
だ
け
が
会
話
の
相
手
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
ネ
イ
テ
ィ
ブ
話
者
の
や
り
と
り
を
真
似
て
み
る

 

“real com
m

unication

”
で
は
、
伝
え
た
い
こ
と
を

表
現
す
る
た
め
に
場
面
に
応
じ
て
必
要
な
語
彙
や
文

型
を
話
者
自
身
が
選
択
し
、
そ
れ
を
伝
え
た
相
手
の
反

応
を
理
解
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
応
え
る
と
い
う
こ
と
を

し
て
い
ま
す
。
日
本
人
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
ど
う
い

う
や
り
と
り
を
す
る
の
か
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
、

学
習
者
が
実
際
の
場
面
に
遭
遇
し
た
と
き
、
相
手
の
発

話
を
推
測
す
る
助
け
に
な
り
ま
す
し
、
自
分
が
表
現
を

選
択
す
る
際
の
参
考
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、

日
常
設
定
の
映
画
や
T
V
ド
ラ
マ
を
視
聴
し
、
発
話
を

デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
整
理
し
た
り
、
聞
い
た
こ
と

を
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
し
た
り
す
る
こ
と
も
会
話
力
を

伸
ば
す
助
け
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
学
習
の
参
考
に
な
る
リ
ソ
ー

ス
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
会
話
の
パ
ー
ト

ナ
ー
を
見
つ
け
て
実
際
に
や
り
と
り
す
る
こ
と
も
可

能
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
教
師
は
、
そ
う
い
う
便
利

な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
日
本
語
で
や
り
と
り
す
る
機

会
を
作
り
出
す
の
を
手
助
け
す
る
こ
と
も
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

大
学
で
第
二
外
国
語
と
し
て
日
本
語
を
専
攻
す
る

学
生
を
対
象
に
し
た
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
の
多
く
は
、
卒
業
後
、
日
本
へ
の
留
学
や
日
系

企
業
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
お
り
、高
い
学
習
意
欲
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
彼
ら
が
授
業
以
外
で
日
本

語
を
使
う
チ
ャ
ン
ス
は
少
な
く
、会
話
の
力
を
伸
ば
す

の
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
話
者

が
少
な
い
環
境
で
、実
践
的
な
日
本
語
能
力
を
高
め
る

に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　　
日
本
語
を
使
う
機
会
が
少
な
い
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
話
者

が
少
な
い
と
い
う
海
外
の
状
況
で
会
話
能
力
を
上
げ

る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

●
身
近
に
日
本
語
会
話
の
相
手
が
い
る
こ
と
を
実
感

さ
せ
る

　
教
室
で
、教
師
の
指
示
、学
習
者
か
ら
の
許
可
求
め
、

要
望
提
示
な
ど
を
日
本
語
で
行
え
ば
、
そ
れ
は“real 

com
m

unication

”（
現
実
の
場
面
で
の
や
り
と
り
）

を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
習
が
進
む
に
つ

れ
て
、
遅
刻
の
理
由
を
述
べ
た
り
、
宿
題
を
忘
れ
た
言

い
訳
を
し
た
り
、
ま
た
、
教
師
が
知
り
た
い
こ
と
を

学
習
者
に
聞
い
た
り
す
る
と
、
教
師
と
の
間
で“real 

com
m

unication

”
が
で
き
ま
す
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
も
同
様
で
す
。
海
外
で
は
学
習
者
の
母
語
が
同
じ

こ
と
が
多
く
、日
常
的
な
会
話
を
す
る
上
で
日
本
語
を

使
う
必
然
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
今
日
の
お
昼
、
何

食
べ
る
？
」「
ち
ょ
っ
と
ペ
ン
貸
し
て
く
れ
る
？
」
と

実
践
的
な
日
本
語
能
力
を
高
め
る
方
法
に
つ
い
て

大
学
の
日
本
語
学
科
で
活
動
中
の
日
本
語
教
育
隊
員
よ
り

Q2A2
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＊1 LAN…1 つの施設の中など、限られたエリア内のコンピュータをつなぐネットワーク。
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CA SE

1
ダウンロードサイト

さんの事例
（タンザニア・PCインストラクター・2016年度4次隊）

古川さん基礎情報

■  PROFILE
1989年生まれ、愛知県出身。大学の商学部を卒業
後、金融機関の一般事務職を経て、2017年3月、協
力隊員としてタンザニアに赴任。19年3月に帰国。

■  活動概要
地域開発に携わる人材の養成機関であるルンゲンバ地域開発訓練校（イリンガ州
マフィンガ県ルンゲンバ）に配属され、主に以下の活動に従事。
●ICT授業の実施
●ICT授業の教科書の作成
●パソコンルームのパソコンの修理
●学生の実習レポートのデータベース作成

方
法
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
で
あ
れ
ば
、
校

内
で
な
く
て
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で

あ
り
、
卒
業
生
や
入
学
予
定
者
な
ど
、

よ
り
広
範
囲
の
人
た
ち
に
デ
ー
タ
を

共
有
す
る
こ
と
も
叶
う
。
古
川
さ
ん

に
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
設
計
図
に

あ
た
る
も
の
を
作
成
し
た
り
、
そ
れ

を
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
に
置
い
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
た
り
す
る

の
に
必
要
な
知
識
が
あ
っ
た
。

　

レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
の
貸
し
出
し

を
行
う
ホ
ス
テ
ィ
ン
グ
事
業
者
は
、

格
納
で
き
る
デ
ー
タ
の
容
量
な
ど
利

用
可
能
な
機
能
の
違
い
に
よ
り
、
料

金
の
異
な
る
複
数
の
利
用
プ
ラ
ン
を

設
け
て
い
る
。
古
川
さ
ん
は
、自
分
の

帰
国
後
に
C
P
が
サ
イ
ト
を
管
理
で

き
る
よ
う
、
彼
が
理
解
可
能
な
英
語

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
設
け
て
い
る
ホ

ス
テ
ィ
ン
グ
事
業
者
の
プ
ラ
ン
で
、

無
料
の
も
の
を
選
ん
だ
。
教
科
書
の

P
D
F
は
、
圧
縮
す
る
と
5
メ
ガ
バ

イ
ト
程
度
の
小
さ
な
サ
イ
ズ
に
な
っ

た
。
月
あ
た
り
に
送
受
信
で
き
る
デ

ー
タ
の
容
量
に
上
限
が
設
定
さ
れ
た

プ
ラ
ン
で
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
い
る

学
生
に
と
っ
て
も
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
負
担
が
軽
い
サ
イ
ズ
だ
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
を
稼
働
し

始
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
古
川

さ
ん
の
帰
国
直
前
。
配
属
校
が
長
期

休
暇
に
入
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
た

め
、
古
川
さ
ん
は
サ
イ
ト
の
管
理
に

必
要
な
情
報
を
C
P
に
伝
え
た
う
え

で
、
サ
イ
ト
開
設
に
関
す
る
学
生
へ

の
告
知
を
依
頼
。
告
知
用
の
ポ
ス
タ

ー
も
作
成
し
て
お
い
た
。

　

C
P
が
今
後
、
サ
イ
ト
を
維
持
し

続
け
て
く
れ
れ
ば
、
I
C
T
授
業
に

関
し
て
学
生
た
ち
に
共
有
し
た
い
デ

ー
タ
や
情
報
の
共
有
手
段
に
な
る
一

方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
関
す
る
C
P
自
身
の
知
識
・

技
術
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
。
古
川

さ
ん
は
そ
ん
な
期
待
を
し
な
が
ら
、

と
き
ど
き
日
本
か
ら
サ
イ
ト
の
様
子

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

古
川
さ
ん
は
毎
授
業
で
作
成
し
て
き

た
レ
ジ
ュ
メ
を
再
構
成
し
、
1
冊
の

教
科
書
を
編
纂
し
た
。
分
量
は
、A
4

判
で
50
ペ
ー
ジ
ほ
ど
。
時
間
の
都
合

上
、
レ
ジ
ュ
メ
に
盛
り
込
ん
だ
も
の

の
、
授
業
で
解
説
し
き
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
箇
所
を
、
学
生
た
ち
に

独
学
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
が
、

教
科
書
作
成
の
主
な
狙
い
だ
。

　

教
科
書
の
共
有
方
法
と
し
て
古
川

さ
ん
が
着
目
し
た
の
が
、
学
生
た
ち

の
多
く
が
「
ス
マ
ホ
」
を
持
っ
て
い

た
点
。
教
科
書
を
P
D
F
化
し
、学
生

た
ち
が
ス
マ
ホ
で
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
し
よ
う
と
考
え
た
。

　

当
時
、
配
属
校
に
は
学
生
や
教
員

が
電
子
デ
ー
タ
を
容
易
に
や
り
と
り

で
き
る
よ
う
な
L＊１
A
N
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
古
川
さ
ん
が
選
択
し
た

の
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
サ
イ
ト
を
レ＊
２

ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
に

立
ち
上
げ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

で
学
生
た
ち
に
教
科
書
の
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
も
ら
う
と
い
う

に
務
め
た
が
、
や
が
て
彼
と
チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
授
業
を
行
う
よ
う

に
な
っ
た
。
学
生
の
大
半
は
、「
ス
マ

ホ
は
持
っ
て
い
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
は

男
性
教
員
（
以
下
、
C
P
）。
古
川
さ

ん
は
、
着
任
し
て
し
ば
ら
く
は
彼
の

授
業
を
見
学
し
、
現
地
の
授
業
の
や

り
方
や
学
生
の
レ
ベ
ル
な
ど
の
把
握

　

古
川
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
ル
ン
ゲ

ン
バ
地
域
開
発
訓
練
校
は
、
地
域
開

発
に
携
わ
る
人
材
を
養
成
す
る
教
育

機
関
。
日
本
の
中
学
校
に
あ
た
る
教

育
課
程
を
修
了
し
て
い
る
女
性
が
通

え
る
3
年
制
の
学
校
で
、
学
生
数
は

1
学
年
百
数
十
人
と
い
う
規
模
だ
。

第
1
学
年
と
第
2
学
年
に
I
C
T
授

業
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
支
援

を
す
る
こ
と
が
古
川
さ
ん
に
求
め
ら

れ
た
活
動
だ
っ
た
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
な
っ
た
の

は
、
I
C
T
授
業
を
担
当
し
て
い
た

自
作
の
教
科
書
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
な

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
創
設

地域開発に携わる人材の養成

機関に配属され、ICT授業の支

援に携わった古川さん。任期終

盤、授業のために作成してきた

レジュメをまとめた教科書をつ

くり、その共有手段としてダウ

ンロードサイトを立ち上げた。

　ICT技術を指導する隊員が、レンタル

サーバーにウェブサイトを立ち上げ、そ

こから教材などをダウンロードできる

ようにする作業を教え子や同僚ととも

に行えば、技術伝達の手段としてとて

も有意義だと思います。以下、レンタル

サーバーの利用に関して留意すべき点

を挙げます。

［セキュリティ］ レンタルサーバーに立

ち上げたサイトへのアクセスを制限し

たい場合、「IDとパスワードを入力しな

ければサイトが閲覧できないようにす

る」という方法をとるのが一般的です。

しかし、「共通のID・パスワード」は、「自

分のメールアドレス」に比べると他人に

漏らすことに抵抗が薄いものです。「自

分のメールアドレスとパスワード」の入

力をアクセスの条件にできるGoogle 

ドライブなどとの違いを教え子や同僚

に伝えることが有益だと思います。

［継続性］ 無料で利用できるレンタル

サーバーは、一定期間で更新の手続き

が必要なものや、一定期間後から有料

になるものもあります。隊員の任期終

了後は同僚に更新手続きをしてもら

う、あるいはしばらくは隊員自身が日本

にいながら更新手

続 きをフォローす

る、といったことが

必要になります。

I T コ ン サ ル タ ント か ら の

OnePointAdvice

adviser（CASE2〜4とも）

近年、協力隊員の派遣国でもスマホが急速に普及しつつあ

る。他方、周辺機器の多様化やSNSの機能拡充などにより、

スマホでできることの範囲も、日々、広がりを見せている。こ

こでは、協力隊活動でスマホを活用した事例をピックアッ

プ。その活用方法のアイデアをふくらませる一助としていた

だきたい。

スマホ
の活用法

“ ”
エ
ク
セ
ル
で
簡
単
な
関
数
を
使
っ
た

表
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
の

初
歩
的
な
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。

　

I
C
T
授
業
に
あ
っ
た
問
題
は
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
に
沿
っ
た
教

材
が
な
い
と
い
う
点
だ
。
C
P
は
従

来
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
教
材

と
な
り
そ
う
な
資
料
を
集
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
教
室
の
壁
に
映
写
。

授
業
中
、
複
数
の
資
料
の
な
か
か
ら

次
に
見
せ
る
も
の
を
探
し
出
す
の
に

時
間
を
取
ら
れ
て
い
た
。
用
紙
の
コ

ス
ト
を
考
え
、「
プ
リ
ン
ト
教
材
は
配

ら
な
い
」
と
い
う
の
が
教
員
間
の
暗

黙
の
了
解
と
な
っ
て
い
た
。
C
P
と

の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
は
、
古

川
さ
ん
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
に

沿
っ
た
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
学
生
に
見
せ
た
。

C
P
へ
の
技
術
伝
達
も
視
野
に

　

年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ひ
と
と

お
り
こ
な
し
終
え
た
任
期
の
終
盤
、

持
っ
て
お
ら
ず
、
使
っ
た
こ
と
も
な

い
」と
い
う
状
況
。
I
C
T
授
業
に
は

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
け
ら
れ
て
い
た

が
、
到
達
目
標
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、

1 パソコンルームで古川さんが行ったICT授業の様子。教科書がなかったため、自作のレジュメをプロジェクターで壁に映写して授業を進めた
2 パソコンの「基礎の基礎」を何度でも振り返ることができるようにとの意図で古川さんが作成した、ポスター形式の教材
3 自作の教科書をダウンロードしてもらうために古川さんが作成したウェブサイトのトップページ
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1

さん

▶ 協力隊経験者
　（タンザニア・コンピュータ技術・2001年度3次隊）

▶ 株式会社 ict4e 代表

特 集 2



＊ 日常生活動作訓練…食事や更衣など、生活で必要な動作ができるようにする訓練。 16ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1 017 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1 0

1 竹澤さんが作成した自助具（体に障害がある人の日常生活
動作を容易にするよう工夫された道具）のスプーンを使い、
食事の訓練をする患者

2 日常生活動作訓練のひとつとして、患者（左）に掃き掃除の
訓練を行う同僚

3 認知症患者への作業療法について同僚たちに知ってもらう
ために実施した、認知症患者のカラオケ大会

4 竹澤さんが立ち上げたFacebookグループの画面
5 ベトナムで作業療法の支援に携わる外国人を中心メンバー

とするFacebookグループの画面
6 世界作業療法連盟が定める「世界作業療法デー」に合わせ、

竹澤さんがCPと開催した作業療法を広報するイベント

こ
と
が
で
き
た
。
竹
澤
さ
ん
の
任
期

が
2
年
目
に
入
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。

　

誰
に
「
グ
ル
ー
プ
」
へ
の
参
加
を

求
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
C
P
に
判

断
を
一
任
。
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
も

ら
っ
た
の
は
、
理
学
療
法
士
や
医
師
、

病
院
の
幹
部
な
ど
だ
。

　

実
際
の
活
用
方
法
は
、
事
前
の
予

定
ど
お
り
、
勉
強
会
で
配
布
し
た
資

料
の
電
子
デ
ー
タ
の
共
有
と
、
作
業

療
法
部
門
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

記
事
の
投
稿
。
後
者
の
作
業
は
、主
に

C
P
が
担
当
し
た
。
竹
澤
さ
ん
よ
り

は
る
か
に
F
a
c
e
b
o
o
k
を
使

い
慣
れ
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
入

力
も
速
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際

に
投
稿
し
た
記
事
の
中
身
は
、
次
の

よ
う
な
種
類
の
取
り
組
み
に
関
す
る

情
報
だ
。

■
日
本
で
は
認
知
症
患
者
へ
の
作
業

療
法
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
集
団

活
動
」
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
実
施
し
た
、
認
知
症
患
者
た
ち

の
「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

■
世
界
作
業
療
法
連
盟
が
定
め
る

「
世
界
作
業
療
法
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て

実
施
し
た
、
作
業
療
法
を
広
報
す
る

イ
ベ
ン
ト

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

「
グ
ル
ー
プ
」
で
は
事
後
に
報
告
す
る

だ
け
で
な
く
、
事
前
に
告
知
の
記
事

を
投
稿
し
、
参
加
を
促
す
こ
と
も
し

た
。
一
方
、「
グ
ル
ー
プ
」
で
勉
強
会

の
資
料
を
共
有
し
た
こ
と
に
は
、
勉

強
会
に
は
参
加
し
て
い
な
い
「
グ
ル

ー
プ
」
の
メ
ン
バ
ー
に
作
業
療
法
の

技
術
の
詳
細
を
知
っ
て
も
ら
え
る
と

い
う
、計
算
外
の
効
果
も
あ
っ
た
。

 

「
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
る
こ
う
し
た
作

業
療
法
の
広
報
に
は
、
具
体
的
な
効

果
も
見
ら
れ
た
。「
グ
ル
ー
プ
」
を
立

ち
上
げ
る
前
の
1
年
間
は
、「
作
業
療

法
が
必
要
」
と
認
知
症
患
者
が
処
方

さ
れ
た
の
が
わ
ず
か
2
件
だ
っ
た
の

に
対
し
、
後
の
1
年
間
は
7
件
に
伸

び
た
の
だ
。

ル
の
ひ
と
つ
で
、
情
報
や
電
子
デ
ー

タ
の
共
有
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
間
で
で

き
る
も
の
。
勉
強
会
で
配
布
し
た
資

料
の
電
子
デ
ー
タ
を
「
グ
ル
ー
プ
」

で
共
有
す
れ
ば
、
❶
の
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
一
方
、
作
業
療
法
部
門

が
行
っ
て
い
る
こ
と
を
「
グ
ル
ー
プ
」

内
に
発
信
す
れ
ば
、
❷
の
解
決
に
つ

な
が
る
と
見
込
ま
れ
た
。

 

「
グ
ル
ー
プ
」
の
利
用
を
竹
澤
さ
ん

が
着
想
し
た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ

は
、
同
僚
た
ち
が
み
な
ス
マ
ホ
を
持

ち
、
F
a
c
e
b
o
o
k
を
愛
用
し

て
い
た
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
の
き
っ

か
け
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
作
業
療
法
の

支
援
に
携
わ
る
外
国
人
た
ち
が
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
た
「
グ
ル
ー
プ
」
が
存

在
し
、
そ
こ
で
は
活
動
の
方
法
や
道

具
、
資
料
な
ど
に
関
す
る
情
報
交
換

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
だ
。

 

「
グ
ル
ー
プ
」
の
立
ち
上
げ
は
C
P

に
も
賛
同
を
得
ら
れ
、
着
想
し
て
か

ら
ほ
ど
な
く
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

か
に
は
、次
の
2
つ
が
あ
っ
た
。

❶
勉
強
会
で
配
布
し
た
資
料
を
、

C
P
た
ち
が
す
ぐ
に
紛
失
し
て
し
ま

う
た
め
、
勉
強
会
で
伝
え
た
知
識
が

十
分
に
定
着
し
な
い
。

❷
「
作
業
療
法
が
必
要
」
と
の
処
方

を
す
る
の
は
医
師
の
役
目
。
し
か
し
、

作
業
療
法
に
つ
い
て
彼
ら
に
は
「
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
こ
と
」
と
い
っ
た

程
度
の
理
解
し
か
な
か
っ
た
た
め
、

認
知
症
な
ど
体
の
機
能
に
明
ら
か
な

障
害
が
見
ら
れ
な
い
患
者
が
、
処
方

か
ら
漏
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
一
石
二
鳥
で
解

決
す
る
方
法
に
な
る
と
竹
澤
さ
ん
が

思
い
つ
い
た
の
は
、
作
業
療
法
部
門

の
内
外
の
同
僚
た
ち
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
「
F
a
c
e
b
o
o
k
グ
ル
ー

プ
」（
以
下
、「
グ
ル
ー
プ
」）
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
だ
。「
グ
ル
ー
プ
」
は

F
a
c
e
b
o
o
k
が
備
え
る
ツ
ー

さ
ん
の
技
術
指
導
の
中
心
は
、
知
識

は
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な

や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
基
本
的
な
技

術
の
実
践
を
後
押
し
す
る
こ
と
だ
っ

た
。「
患
者
の
症
状
の
評
価
方
法
」
や

「
日＊

常
生
活
動
作
訓
練
」
と
い
っ
た
技

術
で
あ
る
。

　

C
P
に
技
術
を
指
導
す
る
方
法
の

ひ
と
つ
は
、
と
も
に
患
者
へ
の
治
療

に
あ
た
り
な
が
ら
、
必
要
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
く
と
い
う
も
の
。
も

う
ひ
と
つ
の
方
法
は
「
勉
強
会
」
だ
。

ま
と
ま
っ
た
解
説
を
し
た
ほ
う
が
良

い
と
感
じ
る
課
題
が
見
つ
か
る
た
び

に
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
に
し
た
勉
強
会

を
開
い
て
い
っ
た
。

認
知
症
患
者
の
処
方
が
増
加

　

竹
澤
さ
ん
が
任
期
の
半
ば
に
活
動

の
課
題
だ
と
感
じ
て
い
た
こ
と
の
な

　

竹
澤
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、

病
床
数
約
1
5
0
床
と
い
う
規
模
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
病
院
。

そ
の
作
業
療
法
部
門
を
支
援
す
る
こ

と
が
、求
め
ら
れ
て
い
た
役
割
だ
。

　

同
部
門
に
は
常
時
、
ベ
ト
ナ
ム
人

ス
タ
ッ
フ
が
1
人
配
置
さ
れ
て
お

り
、
彼
ら
が
竹
澤
さ
ん
の
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
（
以
下
、C
P
）と
な
っ
た
。

作
業
療
法
士
を
養
成
す
る
同
国
初
の

講
座
が
医
療
技
術
大
学
で
開
講
さ
れ

た
の
は
、
竹
澤
さ
ん
が
着
任
し
て
ま

も
な
く
の
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、任
期

の
前
半
に
C
P
と
な
っ
た
の
は
、
作

業
療
法
に
関
し
て
は
わ
ず
か
な
研
修

を
受
け
た
だ
け
の
理
学
療
法
士
た

ち
。
後
半
に
入
る
と
、新
設
の
講
座
を

受
け
た
理
学
療
法
士
が
C
P
と
な
っ

た
。
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
の
C
P
も
、作

業
療
法
に
つ
い
て
受
け
た
教
育
は
座

学
。
そ
の
た
め
、彼
ら
に
対
す
る
竹
澤

F
a
c
e
b
o
o
k
グ
ル
ー
プ
で

配
属
部
署
を
超
え
た
情
報
共
有
を

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
病
院
に
配
属
さ
れ
、
作
業
療
法
部
門
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
竹
澤

さ
ん
。
作
業
療
法
の
処
方
を
行
う
医
師
た
ち
に
も
そ
の
知
識
が
不
足
し
て
い
た
な
か
、作
業
療
法

に
関
す
る
理
解
を
配
属
先
内
に
広
め
る
手
段
と
し
て
S
N
S
の
グ
ル
ー
プ
機
能
を
活
用
し
た
。

2

3

1

4

6

5

CA SE

2
SNSのグループ機能

さんの事例
（ベトナム・作業療法士・2016年度4次隊）

竹澤さん基礎情報

■  PROFILE
1990年生まれ、福井県出身。大学卒業後、作業療
法士として脳外科病院に約3年半勤務。2017年 3
月、協力隊員としてベトナムに赴任。19年 3月に帰
国。

■  活動概要
ハイズオン療養リハビリテーション病院（ハイズオン省ハイズオン市）に配属され、
主に以下の活動に従事。
●患者への作業療法の実施
●同僚へ知識・技術の伝達
●作業療法室の環境整備
●作業療法に関する広報

　限定されたメンバーの間の情報共有

の手段として、Facebookグループなど

SNSに備わる機能を活用する際は、2つ

のハードルをクリアすることが不可欠

です。ひとつは、メンバーとなってもらい

たい人たちにアカウント登録をしても

らうハードル。もうひとつは、そのSNS

を積極的に使ってもらうハードルです。

その観点で、同僚たちによるSNSのグ

ループを立ち上げる場合などに、「彼ら

がFacebookを普段づかいしているか

ら、Facebookグループを選択する」と

判断するのは適切だと思います。

　ただし、普段づかいしているSNSを

情報共有の手段とした場合には、「情報

が埋もれてしまう」というデメリットが

あります。グループからの情報以外に、

プライベートのつながりからの情報な

どもメンバーに山ほど届くからです。そ

うした懸念を感じた場合、まだメジャー

ではない国もありますが、英語版アプ

リもあるLINEを選択するという手もあ

ります。役割分担ができるうえ、同僚た

ちは未知のアプリに興味を抱き、積極

的に参加してくれるかもしれません。

〈adviser= さん（P.15参照）〉

I T コ ン サ ル タ ント か ら の

OnePointAdvice

特 集 2“スマホ” の活用法



＊ HDMI…映像と音声を 1 本のケーブルでまとめて送ることができる通信規格。

CA SE

3
SNSのビデオ通話

さんの事例
（エチオピア・小学校教育・2017年度1次隊）

小野口さん基礎情報

■  PROFILE
1984年生まれ、栃木県出身。同県の公立小学校
教員を経て、2017年7月、協力隊員としてエチオピ
アに赴任（現職教員特別参加制度）。19年3月に帰
国し、復職。

■  活動概要
首都のアジスアベバ市にあるリデタリマット小学校に配属され、主に以下の活動に
従事。
●美術・音楽・体育の授業の支援
●音楽クラブの立ち上げと支援
●配属校と日本の小学校の間の交流プログラムの実施
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5

う
時
間
を
設
け
る
。

■
日
本
側
は
A
L
T
（
外
国
語
指
導

助
手
）
が
、エ
チ
オ
ピ
ア
側
は
C
P
が

や
り
と
り
の
窓
口
と
な
る
。
彼
ら
ど

う
し
は
英
語
で
会
話
し
、
A
L
T
が

日
本
語
と
英
語
の
間
の
通
訳
を
、

C
P
が
英
語
と
エ
チ
オ
ピ
ア
の
現
地

語
の
間
の
通
訳
を
す
る
。

■
時
間
は
、
両
校
の
授
業
1
コ
マ
分

に
あ
た
る
45
分
間
と
す
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
う
機
材
や

S
N
S
は
、
事
前
に
テ
ス
ト
を
重
ね

た
う
え
で
選
ん
だ
。
パ
ソ
コ
ン
で

S
k
y
p
e
の
ビ
デ
オ
通
話
を
試
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
頻
繁
に
中
断
。
結

局
、
ス
マ
ホ
で
L
I
N
E
の
ビ
デ
オ

通
話
機
能
を
使
う
こ
と
と
な
っ
た
。

L
I
N
E
は
、
小
野
口
さ
ん
も
A
さ

ん
も
使
い
慣
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

ス
マ
ホ
の
画
面
は
大
勢
の
児
童
に

い
っ
せ
い
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
エ
チ
オ
ピ
ア
側
は
ス
マ
ホ
を

H＊
D
M
I
の
ケ
ー
ブ
ル
で
テ
レ
ビ
画

面
に
つ
な
ぎ
、
映
像
を
映
し
出
す
こ

と
に
し
た
。
ま
た
、児
童
が
ダ
ン
ス
を

披
露
す
る
際
に
か
け
る
音
楽
は
、
ス

マ
ホ
の
マ
イ
ク
で
も
拾
え
る
よ
う
、

B
l
u
e
t
o
o
t
h
ス
ピ
ー
カ
ー

を
使
っ
て
大
き
な
音
で
流
し
た
。

　

当
日
は
、
開
始
か
ら
30
分
を
過
ぎ

た
あ
た
り
で
通
信
が
途
切
れ
て
し
ま

っ
た
が
、
い
く
つ
か
の
質
問
を
投
げ

合
う
と
こ
ろ
ま
で
は
無
事
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
後
、
C
P
は
こ
ん

な
感
想
を
述
べ
た
。「
や
っ
て
良
か
っ

た
。
異
な
る
国
の
同
じ
年
代
の
子
ど

も
た
ち
が
、
映
像
を
含
む
ダ
イ
レ
ク

ト
な
交
流
を
す
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
と
思
う
」。
実

際
、
参
加
し
た
配
属
校
の
児
童
た
ち

か
ら
は
、「
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、

あ
ん
な
に
き
れ
い
に
並
ぶ
の
か
と
驚

い
た
」「
1
人
が
1
台
、
楽
器
を
持
っ

て
い
た
の
は
す
ご
い
」
と
い
っ
た
感

想
が
聞
か
れ
た
の
だ
っ
た
。

で
当
時
、
6
年
生
の
主
任
を
務
め
て

い
た
女
性
教
員
（
以
下
、A
さ
ん
）だ
。

小
野
口
さ
ん
と
は
、
派
遣
前
に
同
じ

学
年
の
担
任
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る

仲
で
あ
り
、
小
野
口
さ
ん
の
赴
任
後
、

道
徳
の
研
究
授
業
で
小
野
口
さ
ん
を

題
材
に
取
り
上
げ
て
く
れ
て
も
い

た
。
A
さ
ん
と
の
間
で
固
め
た
プ
ラ

ン
は
、以
下
の
よ
う
な
内
容
だ
。

■
A
さ
ん
が
受
け
持
つ
6
年
生
の
ク

ラ
ス
の
児
童
と
、
小
野
口
さ
ん
が
美

術
の
授
業
を
担
当
す
る
6
年
生
の
ク

ラ
ス
の
児
童
の
間
の
交
流
と
す
る
。

■
ビ
デ
オ
通
話
で
の
交
流
で
あ
る
メ

リ
ッ
ト
が
生
か
せ
る
よ
う
、「
音
楽
」

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
互
い
に
披
露

し
合
う
。
具
体
的
に
は
、日
本
側
は
地

域
の
民
謡
を
リ
コ
ー
ダ
ー
や
鍵
盤
ハ

ー
モ
ニ
カ
な
ど
で
演
奏
し
、
エ
チ
オ

ピ
ア
側
は
国
内
の
各
種
民
族
の
伝
統

ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
。

■
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
合
っ
た

後
に
は
、
互
い
に
自
由
に
質
問
し
合

リ
ズ
ム
遊
び
や
英
語
の
歌
、
鍵
盤
ハ

ー
モ
ニ
カ
な
ど
の
指
導
を
行
っ
た
。

「
音
楽
」
を
通
じ
た
交
流
に

　

現
職
参
加
の
立
場
を
生
か
し
、
配

属
校
と
日
本
の
所
属
先
校
の
間
で
児

童
が
交
流
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現

さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
は
、
赴
任
前

か
ら
持
っ
て
い
た
。
そ
の
後
押
し
と

な
っ
た
の
は
、
任
期
の
半
ば
に
配
属

校
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
始
め
た
こ
と
だ
。
通
信

量
を
気
に
せ
ず
に
校
内
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
そ
こ
か
ら
小
野
口
さ
ん
は
、

S
N
S
の
ビ
デ
オ
通
話
機
能
を
使
っ

て
両
校
の
児
童
が
交
流
す
る
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
練
り
始
め
た
。

　

日
本
側
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
声

を
か
け
た
の
は
、
日
本
の
所
属
先
校

ト
と
な
っ
た
の
は
、
体
育
を
専
門
と

す
る
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
担
当
の
男
性

教
員
（
以
下
、
C
P
）。
任
期
を
通
し

て
、
彼
が
担
当
す
る
授
業
で
チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
っ
た
。
任
期
の

1
年
目
に
入
っ
た
授
業
は
、
1
年
生

の
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
と
6
年
生
の
美

術
。
2
年
目
は
、4
年
生
の
エ
ス
テ
テ

ィ
ッ
ク
と
6
年
生
の
美
術
の
授
業
に

入
っ
た
。
ク
ラ
ス
数
は
、い
ず
れ
の
学

年
も
2
ク
ラ
ス
ず
つ
だ
。

　

小
野
口
さ
ん
が
特
に
力
を
入
れ
た

の
は
、
C
P
の
専
門
外
で
あ
る
美
術

と
音
楽
の
授
業
。
彼
に
は
こ
の
2
教

科
の
授
業
で
行
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
引
き
出
し
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
な
る
べ
く
多

く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
た
。

美
術
の
授
業
で
実
際
に
行
っ
た
の

は
、ス
ク
ラ
ッ
チ
や
ス
タ
ン
プ
、ブ
ラ

シ
ア
ー
ト
な
ど
。
音
楽
の
授
業
で
は
、

　

小
野
口
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の

は
、
首
都
に
あ
る
児
童
数
約
5
0
0

人
の
小
学
校
。
美
術
・
音
楽
・
体
育

の
実
技
3
教
科
の
授
業
を
支
援
す
る

こ
と
が
、求
め
ら
れ
て
い
た
役
割
だ
。

　

同
国
の
小
学
校
は
8
年
制
で
、
体

育
の
授
業
は
全
学
年
に
あ
っ
た
が
、

他
の
2
教
科
は
6
年
生
ま
で
。
5
〜

6
年
生
で
は
3
教
科
の
そ
れ
ぞ
れ
に

独
立
の
授
業
枠
が
与
え
ら
れ
て
い
た

が
、
1
〜
4
年
生
の
間
は
「
エ
ス
テ

テ
ィ
ッ
ク
」
と
い
う
1
つ
の
授
業
枠

の
な
か
で
3
教
科
の
授
業
が
行
わ
れ

て
い
た
。
小
野
口
さ
ん
の
配
属
先
で

は
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
を
担
当
す
る

教
員
が
各
学
年
に
1
人
ず
つ
配
置
さ

れ
、
5
〜
6
年
生
の
実
技
教
科
は
エ

ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
担
当
の
教
員
、
も
し

く
は
ほ
か
の
教
科
を
担
当
す
る
教
員

が
兼
務
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　

小
野
口
さ
ん
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

L
I
N
E
の
ビ
デ
オ
通
話

機
能
で
日
本
の
児
童
と
の

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

首都の小学校に配属され、実技

教科の支援に取り組んだ小野

口さん。LINEのビデオ通話機能

を使い、エチオピアと日本の児

童たちが交流するプログラムの

開催にも挑戦した。

　現在、無料でも利用可能なWeb会議

用のツールにはさまざまなものがあり

ます。ここでは、ツールを選択する際に

着目すべき点をご紹介します。

［画質］ ZoomなどWeb会議に特化し

て設計されたサービスは、一般に画質

が適度で接続も安定しており、パソコ

ンでの参加や画面共有もできます。国

により通信やサービスの事情は異なる

ので、事前にテストを行い、実際に使う

回線に適しているかどうかを確認する

のがお勧めです。

［準備の手間］ Zoomは主催者のみが

アカウントを取得すれば実施できるの

に対し、LINEやSkypeなどのビデオ通

話機能は参加者全員が取得しなけれ

ばなりません。その負担を減らすには、

参加者がすでにアカウントを持ってい

るサービスを選択する必要があります。

［多拠 点 通 話］ 現在、LINEなどWeb会

議に特化して設計されたわけではない

サービスのビデオ通話機能でも、3人以

上のWeb会議が開けるようになってい

ます。ただし、参加できる人数や機能は

サービスごとに違いがあります。

〈adviser= さん（P.15参照）〉

I T コ ン サ ル タ ント か ら の

OnePointAdvice

2

1

1 日本の所属先校から寄贈された鍵盤ハーモニカを使い、
その指導をする小野口さん

2美術の授業でスクラッチ（色を塗り重ね、上から引っかい
て絵を描く技法）に取り組む児童

3 児童が制作したスクラッチの作品
4 日本の小学校との交流プログラムの様子。日本から送ら

れてくる映像は、右端のテレビ画面に映し出している。
手前のスピーカー（筒状のもの）は、ダンスを披露する際
にパソコンに保存した音楽を流すのに使った

5 交流プログラムで、通信用のスマホを手に児童たちから
の質問を拾うカウンターパートと小野口さん

特 集 2“スマホ” の活用法
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練
習
ゲ
ー
ム
の
様
子
な
ど
を
撮
影
。

そ
の
映
像
を
室
内
で
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
部
員
た
ち
に
見
せ
、
さ
ら
に
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
細
か
な
動
き
の
解

説
を
加
え
る
な
ど
し
て
、
技
術
の
改

善
を
促
し
た
。

　

一
方
、「
個
人
競
技
」
の
指
導
で
は
、

よ
り
有
効
に
ス
マ
ホ
を
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

髙
里
さ
ん
が
学
生
時
代
に
プ
レ
ー

し
て
い
た
の
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
体

育
教
員
と
な
る
た
め
の
教
育
を
受
け

る
な
か
で
、
ほ
か
の
競
技
の
素
養
は

身
に
つ
け
て
い
た
も
の
の
、
す
べ
て

の
競
技
に
つ
い
て
深
い
知
識
を
身
に

つ
け
る
の
は
難
し
い
。
❶
の
活
動
で

と
り
わ
け
難
儀
し
た
の
は
、
砲
丸
投

や
円
盤
投
、槍や
り

投
な
ど
、ほ
と
ん
ど
体

験
し
て
い
な
か
っ
た
陸
上
競
技
の
投と
う

擲て
き

種
目
の
指
導
だ
。

　

そ
ん
な
な
か
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は

当
時
、
陸
上
競
技
を
専
門
と
す
る
隊

員
が
離
れ
た
場
所
で
活
動
し
て
い

た
。
髙
里
さ
ん
は
、ス
マ
ホ
で
撮
影
し

た
教
え
子
た
ち
の
プ
レ
ー
の
映
像
や

写
真
を
、
そ
の
隊
員
に
L
I
N
E
で

送
付
。
指
導
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
L
I
N
E
に
備

わ
る
ペ
ン
入
れ
の
機
能
を
使
っ
て
改

善
す
べ
き
点
を
写
真
に
図
示
し
、
送

り
返
し
て
く
れ
た
。「
槍
投
や
円
盤
投

の
適
切
な
投
射
角
度
」
や
「
砲
丸
投

の
構
え
の
適
切
な
膝
の
曲
げ
方
」
な

ど
に
関
す
る
も
の
だ
。
髙
里
さ
ん
は
、

送
り
返
さ
れ
た
写
真
を
教
え
子
に
見

せ
、指
導
の
助
け
と
し
た
。

　

そ
う
し
た
指
導
は
、期
待
通
り
、教

え
子
た
ち
の
技
術
の
向
上
に
つ
な
が

っ
た
。
と
り
わ
け
顕
著
な
成
長
を
遂

げ
た
の
は
、
砲
丸
投
げ
の
女
子
中
学

生
だ
。
髙
里
さ
ん
が
指
導
を
始
め
た

当
初
は
、フ
ォ
ー
ム
も
自
己
流
で
、成

績
も
初
心
者
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
前
述
の
隊
員
の
力
添
え
を
得

な
が
ら
指
導
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
州

大
会
の
U‐

14
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
優
勝

し
、
全
国
大
会
で
7
位
に
入
賞
す
る

ま
で
に
な
っ
た
。

を
実
演
し
、
言
葉
に
よ
る
細
か
な
説

明
を
介
さ
ず
に
指
導
す
る
と
い
う
方

法
も
試
み
た
が
、
正
確
な
手
本
を
示

す
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
容
易
で

は
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
2
つ
の
困
難
へ
の
対
処
と

し
て
試
み
、有
効
だ
っ
た
方
法
は
、ス

マ
ホ
で
教
え
子
た
ち
の
プ
レ
ー
を
撮

影
し
て
、
そ
れ
を
本
人
た
ち
に
見
せ
、

技
術
の
向
上
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
と

い
う
も
の
だ
。
髙
里
さ
ん
は
赴
任
前
、

日
本
の
中
学
校
で
保
健
体
育
科
の
教

員
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、
日
本
の

中
学
校
の
体
育
授
業
や
運
動
部
で

も
、
近
年
は
i
P
a
d
で
生
徒
の
プ

レ
ー
を
撮
影
し
て
電
子
黒
板
な
ど
で

見
せ
、
改
善
す
べ
き
点
を
理
解
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
が
一
般
的
に
な
り
つ

つ
あ
っ
た
。

 

「
ス
マ
ホ
で
教
え
子
の
プ
レ
ー
を
撮

影
し
、見
せ
る
」
と
い
う
方
法
を
実
践

し
た
の
は
、
主
に
前
述
の
❶
の
活
動

の
な
か
で
の
こ
と
だ
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
な
ど
「
団
体
競
技
」
の
指
導
で
は
、

の
活
動
を
並
行
し
て
実
施
。
1
日
に

2
、3
校
を
回
る
と
い
う
、「
超
巡
回

型
」の
活
動
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。
配
属

先
に
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
あ

た
る
体
育
担
当
の
指
導
主
事
が
1
人

い
た
が
、
自
身
の
業
務
で
多
忙
だ
っ

た
た
め
、
巡
回
は
基
本
的
に
髙
里
さ

ん
が
単
独
で
実
施
し
た
。

教
え
子
が
全
国
大
会
で
入
賞

　

髙
里
さ
ん
が
活
動
で
直
面
し
た
困

難
に
は
、次
の
2
つ
が
あ
っ
た
。

■
多
く
の
幼
稚
園
や
学
校
を
回
っ
て

指
導
す
る
「
超
巡
回
型
」
の
活
動
だ

っ
た
た
め
、
い
ず
れ
の
巡
回
先
で
も
、

時
間
を
か
け
て
指
導
す
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、教
え
子
た
ち

の
競
技
力
を
短
時
間
で
効
率
良
く
向

上
さ
せ
る
た
め
に
工
夫
を
凝
ら
す
必

要
が
あ
っ
た
。

■
巡
回
先
の
教
え
子
た
ち
が
使
う
言

語
は
タ
ミ
ル
語
。
髙
里
さ
ん
が
派
遣

前
訓
練
で
学
ん
だ
の
は
英
語
で
、
タ

ミ
ル
語
は
短
期
間
の
現
地
語
学
訓
練

で
学
ん
だ
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

体
の
動
き
に
関
す
る
細
か
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
は
、
当
初
、

難
し
か
っ
た
。
教
え
子
に
伝
え
た
い

こ
と
を
巡
回
先
の
現
地
教
員
に
英
語

で
伝
え
、
タ
ミ
ル
語
に
訳
し
て
教
え

子
た
ち
に
伝
え
て
も
ら
う
と
い
っ
た

や
り
方
も
試
み
た
が
、
指
導
は
は
か

ど
ら
な
い
。
髙
里
さ
ん
自
身
が
手
本

を
回
り
、
体
育
授
業
の
時
間
を
借
り

て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
を
指

導
。
回
っ
た
の
は
約
10
校
。

❸
運
動
習
慣
の
定
着
支
援　

体
育
の

授
業
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
子
ど
も

た
ち
に
「
運
動
す
る
」
と
い
う
習
慣

が
な
か
っ
た
幼
稚
園
や
小
学
校
を
回

り
、
ケ
ン
ケ
ン
パ
な
ど
の
「
運
動
遊

び
」
や
、動
物
に
な
り
き
っ
て
体
を
動

か
す
「
表
現
運
動
」な
ど
を
紹
介
。
回

っ
た
の
は
、幼
稚
園
が
2
カ
所
と
、小

学
校
が
3
カ
所
。

　

髙
里
さ
ん
は
、
以
上
の
3
タ
イ
プ

　

髙
里
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、

県
の
教
育
行
政
機
関
の
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ
課
。
活
動
の
柱
と
な
っ
た
の
は

次
の
3
つ
だ
。

❶
既
存
の
運
動
部
の
競
技
力
向
上
支

援　

県
内
の
中
・
高
等
学
校
に
以
前

か
ら
存
在
し
た
陸
上
競
技
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、サ
ッ
カ
ー
、卓
球
の
ク
ラ
ブ

を
回
り
、
競
技
力
向
上
に
向
け
た
指

導
を
実
施
。
回
っ
た
の
は
約
10
校
。

❷
運
動
部
が
な
い
学
校
で
の
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及　

指
導
者
が
足
り
ず
、
運

動
部
が
な
か
っ
た
農
村
部
の
中
学
校

教
え
子
の
プ
レ
ー
を

ス
マ
ホ
で
撮
影
し
、

技
術
指
導
に
活
用

幼
稚
園
や
小
・
中
・
高
等
学
校
を
巡
回
し
、
運
動
部
で
の
技
術
指
導
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
髙
里
さ
ん
。
効
率
的
な
指
導
方
法
と
し
て
取
り
入
れ
、
有

効
だ
っ
た
の
は
、
教
え
子
の
プ
レ
ー
を
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
、
そ
の
映
像
を

も
と
に
改
善
す
べ
き
点
を
考
え
さ
せ
る
と
い
う
も
の
だ
。

　スマホに接続し、そこに保存してあ

る動画を映し出す小型の映写機「モバ

イルプロジェクター」の種類が近年、急

速に増えています。薄暗い室内の白っ

ぽい壁をスクリーンにできるものです。

値段は数千円レベルから、大きさも「手

のひらサイズ」のコンパクトなものから

あります。充電式バッテリー内蔵タイプ

の場合、電源がない場所でも使用可能

であり、スポーツや音楽などの指導に

携わる隊員に有用でしょう。ここでは、

その活用のコツをご紹介します。

［三脚］ 意外に難しいのは、適当な高さ

と適当な角度で映写するためにモバイ

ルプロジェクターの設置を調節するこ

とです。そこで重宝するのが、専用の

「三脚」。「手のひらサイズ」で構わない

ので、プロジェクター本体よりも少し重

いものが安定性の点でオススメです。

［モバイルバッテリー］ スマホやモバイ

ルプロジェクターの「バッテリー切れ」

の心配を打ち消してくれるのが、それら

の充電が可能な「モバイルバッテリー」

です。数千円程度でさまざまな機種が

出されています。

〈adviser= さん（P.15参照）〉

I T コ ン サ ル タ ント か ら の

OnePointAdvice

1 動物の真似をする「表現運動」に取り組む
幼稚園児たち

2 運動するスペースが敷地内になかった幼
稚園の園児たちが、敷地の脇の路地で「ケ
ンケンパ」に初挑戦する様子

3 髙里さんの指導により、中学校の体育授
業に導入されたパレーボールに取り組む
生徒たち

4 スマホを活用した髙里さんの指導を受け、
砲丸投の全国大会で入賞を果たした女子
中学生

5 髙里さん（右端）がスマホで撮影した映像
を見ながら、自分たちのプレーの課題を確
認する中学校の陸上競技部の部員たち

1

CA SE

4
動画撮影

さんの事例
（スリランカ・体育・2017年度1次隊）

髙里さん基礎情報

■  PROFILE
1980年生まれ、沖縄県出身。（社）日本ブラジル
交流協会のプログラムによるブラジル留学研修、沖
縄県内の青少年相談センターの巡回指導員などを
経て、同県内の中学校の保健体育科教諭に着任。
2017年 7月、協力隊員としてスリランカに赴任（現
職教員特別参加制度）。19年3月に帰国し、復職。

■  活動概要
トリンコマリー県教育事務所の体育・スポーツ課に配属され、県内の幼稚園や小・
中・高等学校などを巡回して主に以下の活動に従事。
●運動部の競技力向上支援（陸上競技、バレーボール、サッカー、卓球）
●運動部がない中学校でのスポーツの普及
●幼稚園や小学校での運動習慣の定着支援

2

3

4

5

特 集 2“スマホ” の活用法



ス
タ
ッ
フ
へ
の
理
解
が
不
十
分
な
ま
ま

仕
事
分
担
を
依
頼
し
て
し
ま
っ
た

 

文
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さ
ん（
ガ
ボ
ン
・
作
業
療
法
士
・
2
0
1
6
年
度
4
次
隊
）
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私
は
5
代
目
隊
員
と
し
て
ガ
ボ
ン
の
国
立
高

齢
者
医
療
セ
ン
タ
ー
と
い
う
施
設
に
作
業
療
法

士
と
し
て
配
属
さ
れ
た
。
こ
の
施
設
に
は
看
護

師
、
心
理
士
、
社
会
福
祉
士
、
運
動
療
法
士
な
ど

医
療
に
関
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
勤
務
し
、
入

所
す
る
20
人
前
後
の
高
齢
者
が
多
面
か
ら
必
要

な
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

私
の
主
な
活
動
場
所
は
、
施
設
内
に
あ
る
機
能

訓
練
室
と
い
う
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
た
め
の
部
屋

だ
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
以
下
、
C
P
）
の
運

動
療
法
士
と
決
ま
っ
た
時
間
に
そ
こ
で
高
齢
者

へ
運
動
療
法
を
実
施
す
る
。
そ
こ
に
は
運
動
に

必
要
な
器
具
が
並
び
、
治
療
用
ベ
ッ
ド
な
ど
も

揃
え
ら
れ
て
い
た
。
道
具
が
あ
り
ス
タ
ッ
フ
の

専
門
性
も
あ
り
、
隊
員
へ
の
理
解
も
あ
る
恵
ま

れ
た
環
境
だ
っ
た
。

　
一
方
で
、
活
動
当
初
よ
り
悩
み
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
「
高
齢
者
の
移
動
手
段
」
だ
。
機
能
訓
練

室
と
高
齢
者
が
普
段
過
ご
す
部
屋
は
離
れ
て
お

り
、リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
た
め
に
移
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
大
半
の
高
齢
者
は
移
動
に
介
助

を
必
要
と
し
た
。
当
初
は
私
が
移
動
の
介
助
も

行
っ
て
い
た
の
だ
が
、
C
P
に
酷
く
叱
ら
れ
た
。

「
私
た
ち
の
仕
事
は
“
機
能
訓
練
室
内
で
リ
ハ
ビ

リ
を
す
る
こ
と
”
で
あ
り
、
移
動
の
介
助
は
私
た

ち
の
仕
事
で
は
な
い
」
と
。
高
齢
者
の
移
動
な
ど

　失敗の原因は、｢会話不足｣だと思いました。｢できないこと
には理由がある｣という前提に立って、スタッフ全員の仕事内容
を観察、会話をすることから始めてもよかったのかもしれませ
ん。各部署間のコミュニケーションを円滑にするのも我々｢よ
そ者」の役目。時間はかかりますが、いろいろな人と関係を構
築し、｢皆の味方｣になると仕事がスムーズにいくこともあるかも
しれません。私もそうでしたが、目の前の事象を変えたくて、根
本にある課題に気づけないことが多々あります。変えたい！と
思ったときこそ、発信する前の調査と行動計画は綿密に！

 「なぜできないのか」「なぜやらないのか」を文化や生活習慣、
現地の人の価値観など、さまざまな背景から分析する必要が
あったのだと思います。そこに根本的な問題や解決策が隠れ
ている可能性があると私自身の経験からも感じます。私は解
決策を見つけるため、なぜできないのかという原因分析とどう
したらできるかという解決策を文化的側面なども含めCPと一
緒に考え、何度も話し合いました。多角的に分析し、解決策を
見出すためには時間をかけて粘り強く対話を続け、相手を知
ることが重要だと思います。

文＝協力隊経験者
● 大洋州・数学教育・2016年度派遣
● 取り組んだ活動
州立の中高校に配属され、数学教育隊員として、生徒への数学授業の実
施や、数学科教員に対する授業の質の改善、全教員に対して勤務姿勢
の改善などを行った。

｢できない｣には必ず｢理由｣がある粘り強く対話を続ける

文＝協力隊経験者
● アジア・作業療法士・2016年度派遣
● 取り組んだ活動
保健省直轄の中央病院において、同僚や実習生に対して作業療法に関
する技術支援や知識の共有、評価表の導入を行った。

配属先でリハビリを行う野口さん。ガボンには高齢者施設がひとつしかなく、その施設が野口さんの配属先だった。
高齢者施設での活動のほか、任地にある孤児院で障害児対象のリハビリ介入や指導なども行った

介
助
は
守
衛
ス
タ
ッ
フ
に
任
せ
る
よ
う
に
言
わ

れ
た
。
し
か
し
、
守
衛
ス
タ
ッ
フ
が
い
つ
も
見
つ

か
ら
ず
結
局
、
可
能
な
限
り
私
が
介
助
を
し
て

高
齢
者
を
機
能
訓
練
室
に
連
れ
て
き
て
い
た
。

　
約
半
年
後
、
配
属
先
で
協
議
の
場
を
設
け
て

も
ら
っ
た
。
施
設
長
は
私
と
C
P
が
話
し
た
現

状
を
理
解
し
て
く
れ
、
守
衛
ス
タ
ッ
フ
に
今
一

度
、「
高
齢
者
の
介
助
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
」
と
伝
え
て
く

れ
た
。
そ
の
翌
日
、翌
々
日
と
守
衛
ス
タ
ッ
フ
は

積
極
的
に
高
齢
者
の
送
迎
を
し
て
く
れ
た
。
し

か
し
、
1
週
間
が
過
ぎ
た
頃
に
は
再
び
機
能
訓

練
室
に
来
る
高
齢
者
は
減
り
、
守
衛
ス
タ
ッ
フ

が
見
つ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
協
議
で
悩
み
を
共

有
し
、
担
当
す
る
仕
事
を
再
確
認
で
き
た
と
思

っ
て
い
た
の
で
、こ
の
状
況
に
失
望
し
、
裏
切
ら

れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
え
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、一
歩
下
が
っ
て
施
設
全
体
を
見
た
と

き
、守
衛
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
の
仕
事
を
抱
え
て
い

た
こ
と
を
知
っ
た
。一
方
的
な
考
え
で
判
断
し
、

施
設
長
に
訴
え
た
自
分
を
反
省
し
た
。
高
齢
者

の
送
迎
は
そ
の
後
も
細
々
と
私
が
継
続
し
て
い

た
が
、後
に
赴
任
し
た
他
隊
員
が
守
衛
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
積
極
的
に
送
迎
を
し
な
が
ら
働
き
か

け
て
く
れ
、
着
任
1
年
後
、
少
し
ず
つ
だ
が
守
衛

ス
タ
ッ
フ
が
送
迎
で
き
る
状
況
と
な
っ
た
。

■  PROFILE
1990年、和歌山県出身。2012年、平成リ
ハビリテーション専門学校作業療法学科
を卒業後、大阪市内の総合病院にて作業
療法士として勤務。退職し、17年3月に協
力隊に参加。19年3月、帰国。

■  活動概要
ガボンの首都リーブルビル郊外にある、国
立高齢者医療センターに作業療法士とし
て配属。以下の活動を行う。
●入所している高齢者へのリハビリ介入
●施設スタッフへリハビリ・介護技術の指導
●リハビリ室の環境整備、運動器具・自助

具の調整や指導

事例整理

“失敗”から
 学ぶ＃175

他隊員の分析

隊員自身の振り返り
他部署スタッフがどのような仕事をしているのか、施設全体
の環境やスタッフ同士の関係性などを把握しきれていなかっ
た。守衛スタッフは多くの仕事を抱えており、高齢者の介助
だけでなく、ケアの手伝いや施設設備の修理などさまざまな
仕事を毎日いろいろなスタッフから申し付けられていたのだ。
一方的に「守衛スタッフの仕事に対する意識が低い」とばか
り思い、行動していた自分をとても恥ずかしく反省したととも
に、ついつい主観的になってしまう部分を改め、客観的に状
況や環境を観察すること、スタッフ間の人間関係なども把握
することが大切だと気づかされた。

促進要因 阻害要因

内部
【隊員の強み（S）】
配属先の施設長は隊員の
意見には積極的に賛同し、
取り組んでくれる。

【隊員の弱み（W）】
主観的な視点に偏ってお
り、施設スタッフへの理解
が不十分。

外部
【環境の良い面（O）】
施設スタッフの大半は、高
齢者にリハビリが必要だと
理解している。

【環境の悪い面（T）】
施設スタッフの仕事内容に
偏りがある。

【本事例の状況（SWOT分析）】

立てた目標

守衛スタッフに高齢
者の移動介助という
役割を果たしてもら
い、高齢者の移動手
段を確保する。

実際の結果

守衛スタッフが、高齢
者の移動介助に時間
を割くことができな
かった。

活動
開始

守衛スタッフの仕事が圧
倒的に多かったが（T）、
隊員がそれに気づかず
施設長に訴えたことで、
守衛スタッフは高圧的
に指導された形になっ
てしまった（W）。



Q 

ど
う
対
応
し
ま
し
た
か
？

　

同
僚
た
ち
を
巻
き
込
こ
ん
で
一
緒
に
考
え
、

や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

最
初
に
、
担
当
し
て
い
る
同
僚
に
レ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い
、
問
題
点
や
改

善
点
の
共
有
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
彼
ら
が
き
ち
ん
と
レ
ポ
ー
ト（
＝
仕
事
）

と
向
き
合
い
、
注
意
深
く
観
察
す
る
よ
う
に

な
り
、
何
の
た
め
の
レ
ポ
ー
ト
な
の
か
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
に
取
り
ま
と

め
を
行
っ
て
い
る
配
属
先
用
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
の
改
善
に
着
手
。
新
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
配
布

の
際
に
は
、皆
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
添
付
し
、説
明
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

「
廃
棄
物
管
理
」
と
い
う
と
専
門
的
な
知
識

や
経
験
が
必
要
な
の
だ
と
思
わ
れ
、
敬
遠
さ

れ
が
ち
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
そ
こ

ま
で
気
負
わ
な
く
て
も
い
い
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
専
門
知
識
が
あ
る
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
で
す
が
、
実
務
経
験
が
な
く
て
も
貢
献

で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
私
た
ち
が
、
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
で
き
る
こ
と
は
わ
ず
か
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
2
年
間
の
活
動
だ
け
で
は
結

果
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
現
地
に
入
り
込
ん
で
密
接
に

人
と
か
か
わ
る
こ
と
の
で
き
る
私
た
ち
の
強

み
を
生
か
し
な
が
ら
、
現
地
の
た
め
に
も
自

分
自
身
の
た
め
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 
ど
う
乗
り
越
え
ま
し
た
か
？

　

こ
の
押
し
問
答
を
続
け
る
よ
り
も
、
次
代

を
担
う
小
中
学
生
に
対
し
て
文
化
財
の
大
切

さ
を
伝
え
る
方
が
や
が
て
世
論
を
動
か
す
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
小
中
学
校
数
校
で
土
器

づ
く
り
教
室
な
ど
の
体
験
学
習
を
実
施
し
ま

し
た
。
小
中
学
生
に
は
実
物
の
土
器
を
見
せ

た
上
で
、粘
土
遊
び
に
な
ら
な
い
よ
う
、あ
く

ま
で
本
物
を
目
指
し
て
つ
く
る
よ
う
指
導
し

ま
し
た
。
残
り
の
任
期
が
３
カ
月
と
な
っ
た

こ
ろ
、
館
内
に
突
然
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
箱
が

届
い
た
た
め
、
無
事
整
理
作
業
に
復
帰
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
は
、
直
接
的
に
日
々
の
命
を

つ
な
ぐ
こ
と
に
結
び
つ
か
な
い
た
め
、
後
回

し
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
は
そ
う
し
た
状
況
に
打
ち
ひ
し
が
れ

る
た
び
、文
化
財
を
大
切
に
す
る
こ
と
、そ
れ

ら
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
土
地

に
生
き
る
者
と
し
て
の
誇
り
が
醸
成
さ
れ
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
社
会
が
築
き
上
げ
ら
れ
る
と

い
う
、
最
終
的
な
到
達
点
を
幾
度
も
把
捉
し

直
し
ま
し
た
。
そ
こ
へ
到
達
す
る
素
地
を
整

え
る
上
で
私
の
活
動
は
役
立
つ
の
だ
と
、
あ

る
種
自
分
自
身
を
納
得
さ
せ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
館
長
に
た
び
た
び
真
情
を
吐
露

し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
葛
藤
や
現
地
人
と

触
れ
合
う
経
験
は
、
帰
国
後
必
ず
生
か
さ
れ

ま
す
。
思
う
存
分
に
世
界
を
、
自
分
を
変
え

る
2
年
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

配
属
先
は
、
国
内
最
大
規
模
の
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
を
管
理
し
て
い
て
、
私
は
そ
の

運
営
改
善
に
関
す
る
活
動
と
し
て
、
主
に

「
最
終
処
分
場
の
残＊

余
年
数
の
算
定
」
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
ほ
と
ん

ど
の
廃
棄
物
は
焼
却
処
理
さ
れ
、
灰
に
な
っ

た
状
態
で
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
る

の
に
対
し
、
開
発
途
上
国
で
は
焼
却
処
理
が

さ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
廃
棄
物
が
混
ざ
っ
た

状
態
で
埋
め
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
そ
の
た
め
廃
棄
物
の
減
容
化
が
さ
れ

ず
、
す
ぐ
に
最
終
処
分
場
が
満
杯
に
な
る
の

で
、
最
終
処
分
場
の
状
態
を
定
期
的
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

配
属
先
の
最
終
処
分
場
は
20
年
間
は
使
え

る
規
模
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
調
査
す
る

と
20
年
も
使
え
な
い
こ
と
が
判
明
。
リ
サ
イ

ク
ル
や
埋
め
立
て
方
法
の
改
善
に
よ
り
、
最

終
処
分
場
の
容
量
を
増
や
す
提
案
を
し
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
改
善
策
の

実
現
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
終
的
に

は
残
余
年
数
を
自
分
た
ち
で
計
算
す
る
ツ
ー

ル
を
作
成
し
、共
有
し
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

関
係
各
所
へ
提
出
す
る
レ
ポ
ー
ト
が
多
い

一
方
で
、
P
C
の
知
識
が
な
い
人
が
多
か
っ

た
の
で
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
や
デ
ー
タ
の
入
力

な
ど
の
効
率
が
悪
く
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
も
バ

ラ
バ
ラ
。
デ
ー
タ
へ
の
信
頼
度
も
非
常
に
低

く
、
情
報
収
集
の
際
に
も
「
本
当
に
デ
ー
タ

は
正
し
い
の
か
」
常
に
疑
心
暗
鬼
で
し
た
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

配
属
先
の
目
標
は
館
内
の
収
蔵
品
の
目

録
の
作
成
だ
と
い
う
こ
と
で
、
目
録
を
作
成

す
る
上
で
収
蔵
庫
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る
遺＊

物
の
問
題
の
解
決
を
優
先
す
べ
き
と
考
え
ま

し
た
。
ま
ず
、
30
〜
40
年
前
に
作
成
さ
れ
た

目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
遺
物
の
情
報
と
、

実
際
に
展
示
ケ
ー
ス
や
収
蔵
庫
の
棚
に
並
ん

で
い
る
遺
物
の
情
報
と
を
比
較
し
て
デ
ー
タ

化
す
る
作
業
を
実
施
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

は
赴
任
後
ほ
ど
な
く
し
て
い
な
く
な
っ
た
た

め
、一
連
の
作
業
は
私
一
人
で
行
い
ま
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
箱
が
届
い
て
か
ら
は
、

整
理
作
業
を
開
始
。
私
が
作
成
し
た
書
式
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
所
定
の
作
業
を
終
え

た
遺
物
は
梱
包
し
て
箱
に
収
納
し
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

一
般
的
に
博
物
館
で
収
蔵
庫
に
あ
る
土
器

や
石
器
な
ど
貴
重
な
資
料
は
、
丈
夫
な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
箱
の
中
で
綿
な
ど
に
く
る
ま
れ

て
保
管
さ
れ
て
お
り
、
万
一
の
地
震
や
過
失

で
落
下
さ
せ
て
も
壊
れ
な
い
よ
う
保
管
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
博
物

館
で
は
開
館
以
降
、
台
の
上
に
た
だ
並
べ
ら

れ
て
い
る
な
ど
、
決
し
て
適
正
な
保
管
は
な

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
私

は
１
年
以
上
に
わ
た
り
館
長
に
適
正
な
保
管

の
重
要
性
を
伝
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
箱
を

購
入
す
る
よ
う
訴
え
か
け
ま
し
た
。
館
長
は

博
物
館
の
運
営
は
文
化
省
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
許
可
が
下
り
な
い
と
回
答
す
る
の
み
で

事
態
が
一
向
に
好
転
せ
ず
に
お
り
ま
し
た
。

配属先のスタッフと最終処理場のモニタリングをする山本さん。廃棄物処理の職種での派遣はこの数年
で始まったものだが、「環境省やJICAを中心として立ち上げられたACCP（African Clean City Platform：
アフリカきれいな街プラットフォーム）や、SDGs（持続可能な開発目標）などをとおして、世界的に廃棄物
の適正管理への注目度が高まっています」と山本さんは話す

＊ 残余年数…現在の最終処分場 （埋立処分場）が満杯になるまでの残り期間の推定値。＊ 遺物…遺跡から出土した、土器や石器といった人工物のほか、貝や骨、植物の種、炭化物など。

博物館の収蔵庫で土器の整理を行う石川さん。作業はひとりで行っていたが、帰国直前に活動に興味を
持った用務員が作業を手伝ってくれるようになった。「細かい技術などを伝えることはできませんでしたが、
先住民への敬意を持って遺物を扱わなければならないことは伝えることができました」（石川さん）

※人数は、2019年8月31日現在。 ※人数は、2019年8月31日現在。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

廃棄物処理
#B131

学芸員
#G215

さん
（ボツワナ・2016年度4次隊）

 さん
（ドミニカ共和国・2015年度3次隊）

■  活動概要
配属先が保有する廃棄物最終処分場の適正管理
を促進するため、以下の活動を行う。
●最終処分場の運営支援および改善
●リサイクルの導入やそれに伴う分別回収などの新

たな取り組みの提案
●廃棄物管理にかかる各種レポートのフォーマット

の改善

■  活動概要
ドミニカ共和国の国立人類学博物館 （現在は無期
限休館中）にて、当国における文化財の保存と活用
の促進を図るため、以下の活動を行う。
●収蔵庫内に放置されている遺物の整理作業
●小中学生を対象とした土器づくり教室などの体

験学習

■  PROFILE
1988年生まれ、宮城県出身。2011年、東洋大学国
際地域学部国際地域学科を卒業後、廃棄物収集処
理会社 「武松商事株式会社」に入社。退職し、17
年3月、協力隊に参加。19年3月に帰国。現在、東
洋大学大学院国際地域学研究科にて、途上国の廃
棄物最終処分場の延命化に関する研究を行ってい
る。

■  PROFILE
1993年生まれ、茨城県出身。2015年、茨城大学人
文学部を卒業し、16年に協力隊へ参加。18年に帰
国後、復興庁職員として石巻市教育委員会生涯学
習課に赴任し、東日本大震災の復興に伴う埋蔵文
化財発掘調査や関連する諸業務に従事。19年、文
化庁長官より感謝状を受賞。

話話

24ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1 025 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1 0

派  遣  中 ▶ 6人

累　　計 ▶ 33人

分　　類 ▶ 公共・公益事業

活  動  例 ▶ 廃棄物の管理・減量化のための

計画作成や助言　など

類似職種 ▶ 環境教育、環境行政　など

派  遣  中 ▶ 11人

累　　計 ▶ 52人

分　　類 ▶ 人的資源

活  動  例 ▶ 国立博物館における文化財の保

護管理、展示方法の改善　など

類似職種 ▶ 司書　など
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川野さんのプロフィール

千
葉
県
出
身
。

3
月
、大
学
卒
業
後
、航
空
貨

物
輸
送
代
理
店
に
入
社
。

10
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
に

参
加
①

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
デ
ィ
ナ

ジ
プ
ー
ル
県
に
本
部
が
あ
る

N
G
O
に
配
属
さ
れ
、
農
村
の

住
民
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
コ
ン

ポ
ス
ト
づ
く
り
や
有
機
野
菜
栽

培
の
普
及
、
野
菜
の
袋
栽
培
の

普
及
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ

た
。

10
月
、帰
国
。

4
月
、
徳
島
県
神
山
町
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、

す
だ
ち
の
新
し
い
食
べ
方
を

発
信
す
る
「
東
京
す
だ
ち
遍

路
」
と
い
う
活
動
や
、
神
山

の
町
や
人
の
魅
力
を
紹
介
す

る
「
里
山
み
ら
い
新
聞
」
の

編
集
・
執
筆
な
ど
を
行
う
②

4
月
、農
家
民
宿
「
m
o
j
a 

h
o
u
s
e
」
を
オ
ー
プ
ン
。

1988

　

東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け
で
「
自
分
の
暮
ら

し
を
自
分
で
つ
く
る
」
こ
と
を
考
え
始
め
た
川
野
さ

ん
。
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
、
活
動
先
の
農
村

で
、
人
々
が
助
け
合
い
幸
せ
を
わ
け
合
い
な
が
ら
生

活
す
る
姿
を
見
て
、
自
身
も
地
域
で
暮
ら
し
た
い
と

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
帰
国
後
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
徳
島
県
神か

み

山や
ま

町ち
ょ
うに
移
住
し
、
任
期
満
了

後
、同
町
で
農
家
民
宿
を
経
営
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
押
し
付
け
？

　

高
校
生
の
頃
、
反
日
運
動
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、

中
国
映
画
が
好
き
だ
っ
た
川
野
さ
ん
は
悲
し
い
気

持
ち
に
な
っ
た
。
同
時
期
に
韓
流
ブ
ー
ム
が
あ
り
、

文
化
交
流
で
国
同
士
は
仲
良
く
な
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
大
学
で
国
際
文
化
学
を
学
び
、
上
海

に
留
学
。
大
学
卒
業
後
は
、
中
国
語
を
生
か
し
て
働

け
る
東
京
の
航
空
貨
物
輸
送
代
理
店
に
就
職
し
た
。

　

入
社
1
年
目
の
業
務
中
、
東
日
本
大
震
災
が
発

生
。
停
電
し
、
店
か
ら
食
料
が
消
え
た
と
き
、
川
野

さ
ん
が
思
っ
た
の
は
「
自
分
で
自
分
の
暮
ら
し
を

つ
く
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
後
、
東
北

の
被
災
地
の
状
況
を
人
ご
と
だ
と
思
え
ず
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
。
そ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
「
偽
善
」
や
「
一
方
通
行
な
押
し
付
け
」
と
い

た
が
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
周
囲
が
助
け
る
こ
と

で
、
建
物
も
道
路
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
は
な
い
の
に

問
題
な
く
通
勤
し
、
働
い
て
い
た
。
で
き
る
こ
と
は

助
け
、
幸
せ
は
み
ん
な
で
わ
け
、
人
に
与
え
る
こ
と

で
自
分
も
幸
せ
に
な
る
。「
私
も
わ
け
合
っ
て
生
き

て
い
き
た
い
」、川
野
さ
ん
は
そ
う
感
じ
た
。

自
分
の
暮
ら
し
を
自
分
で
つ
く
る

　　

帰
国
後
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
よ
う
に
地
域
の

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
働
く
こ

と
を
希
望
し
て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
、
神
山
町
で
特

産
品
の
す
だ
ち
や
梅
を
使
っ
た
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
募
集
を
知
り
、
同
町
へ
の
移
住
を
決
意
す
る
。

神
山
町
の
魅
力
を
川
野
さ
ん
は
「
自
然
溢
れ
る
山

間
部
に
あ
る
の
で
、
水
も
野
菜
も
お
米
も
お
い
し

い
。
何
よ
り
人
が
温
か
い
。『
お
遍
路
』
の
文
化
が

あ
る
か
ら
か
、
訪
れ
る
人
を
歓
待
し
て
く
れ
る
」
と

話
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
で
、
神
山
町
の

う
印
象
も
あ
っ
た
が
、
現
地
で
清
掃
活
動
を
し
て
い

る
と
、
小
学
生
が
あ
い
さ
つ
を
、
地
元
の
人
が
労
い

の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
。
当
時
を
振
り
返
り
、「
私

の
方
が
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
双
方
向
な
も
の
で
、
何
か
を
わ
か
ち
合
う
も
の
な

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
」
と
川
野
さ
ん
は
話
す
。

　

勤
務
先
に
は
海
外
勤
務
を
希
望
し
て
就
職
し
た

が
、
し
ば
ら
く
し
て
会
社
の
方
針
か
ら
難
し
い
と
気

づ
い
た
。
そ
ん
な
と
き
、
電
車
で
協
力
隊
募
集
の
中

吊
り
広
告
を
見
て
、
参
加
を
決
意
。
双
方
向
の
活
動

が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
の
職
種
で
応
募
し
て

合
格
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
。

　

川
野
さ
ん
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
土
地
を
持
た

な
い
農
家
や
少
数
民
族
な
ど
の
貧
困
層
を
対
象
に
、

生
活
向
上
の
た
め
の
支
援
を
行
う
N
G
O
に
配
属

さ
れ
、
コ
ン
ポ
ス
ト
や
野
菜
づ
く
り
な
ど
に
よ
る
生

計
向
上
活
動
に
は
取
り
組
ん
だ
。
同
国
は
、
南
ア
ジ

ア
最
貧
国
と
も
言
わ
れ
、
川
野
さ
ん
も
現
地
に
行
く

ま
で
悲
壮
感
漂
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
活
動
で
村
を
訪
ね
る
と
、
人
々
は
明
る
く
、
人

懐
っ
こ
く
、
ま
た
人
を
も
て
な
す
。
子
の
誕
生
や
、

自
分
の
誕
生
日
に
は
、
喜
び
を
持
つ
人
が
他
の
人
に

お
菓
子
を
配
る
。
家
族
と
近
所
の
人
と
の
壁
も
低

く
、
互
い
に
協
力
し
、
助
け
合
っ
て
い
た
。
配
属
先

の
N
G
O
で
は
、
足
に
障
害
の
あ
る
人
が
働
い
て
い

幸
せ
の
わ
か
ち
合
い

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
・
2
0
1
3
年
度
2
次
隊

さ
ん

魅
力
を
知
る
一
方
で
、
気
に
な
っ
た
の
は
安
価
で
気

軽
に
泊
ま
れ
る
宿
が
少
な
い
こ
と
や
人
口
減
少
に

よ
る
農
業
や
祭
り
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
。
そ
こ
で
神
山
町
の
魅
力
を
体
験
す
る
場
を
提
供

し
、
人
手
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
れ
ば
と
農
家
民
宿

の
開
業
を
決
め
た
。

　

2
0
1
8
年
に
現
在
の
宿
兼
住
居
と
な
る
古
民

家
を
借
り
、1
年
か
け
て
改
装
。
19
年
に
開
業
し
た
。

農
家
民
宿
を
始
め
る
に
は
農
家
で
あ
る
必
要
が
あ

る
が
、
川
野
さ
ん
は
神
山
町
に
来
て
か
ら
田
ん
ぼ
を

借
り
、
米
を
つ
く
る
農
家
で
も
あ
る
。
宿
の
周
囲
に

は
畑
も
あ
り
、
そ
こ
で
野
菜
を
育
て
、
す
だ
ち
な
ど

柑
橘
類
の
木
の
手
入
れ
を
す
る
。
朝
は
畑
と
田
ん
ぼ

の
様
子
を
見
て
草
を
刈
り
、
宿
の
予
約
が
入
っ
て
い

る
日
は
、
洗
濯
や
掃
除
を
し
て
買
い
出
し
に
行
く
。

「
田
舎
暮
ら
し
は
草
と
の
戦
い
」
と
川
野
さ
ん
は
言

う
が
、そ
の
表
情
は
晴
れ
晴
れ
と
し
て
い
る
。

　

都
会
の
生
活
と
の
大
き
な
違
い
を
感
じ
る
の
は
、

草
刈
り
や
祭
り
の
開
催
な
ど
自
分
た
ち
の
地
域
の

こ
と
は
住
民
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
う
こ
と
。
地

域
に
溶
け
込
ん
だ
暮
ら
し
を
望
む
川
野
さ
ん
に
と

っ
て
、
地
域
の
活
動
に
参
加
し
、
地
域
の
人
と
話
を

す
る
時
間
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
も
あ
る
。

　

開
業
し
て
6
カ
月
、
現
在
の
予
約
は
知
り
合
い
が

多
い
が
、
町
の
人
の
口
コ
ミ
や
雑
誌
へ
の
掲
載
に
よ

り
予
約
が
入
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。
当
面
の
目
標

は
食
料
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
だ
と
い
う
。

 

「
米
と
野
菜
の
収
穫
量
は
ま
だ
少
な
く
、
自
給
自
足

に
は
程
遠
い
の
で
、
収
穫
量
も
野
菜
の
種
類
も
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
田
植
え
体
験
や
料

理
教
室
の
開
催
を
と
お
し
て
、
神
山
の
魅
力
を
広
め

て
い
き
た
い
。
宿
に
来
た
こ
と
で
、
お
客
さ
ん
が
新

し
い
出
会
い
を
体
験
し
た
り
、
こ
の
町
を
好
き
に
な

っ
て
も
ら
え
た
り
す
る
の
が
私
の
幸
せ
で
す
」

協力隊
に参加

選択の理由

20代のうちに海外で働きたいという希望があり、
中国赴任ができると思って入社したが、海外勤務
は狭き門で、厳しい現実を知り、海外での活動が
できる協力隊への参加を決める。
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神谷町
に移住

選択の理由

地域で活躍する仕事を探し、移住フ
ェアなどにも参加したが、神山町の
魅力ある地域おこしの取り組みを知
り、移住を決意。

航空貨物輸送代 理 店 社員

農家民宿 経営者

人生を変えた2年間

Vol.171

徳島県神山町にある、農家民宿「moja house」。mojaはベンガル語で「おいしい・楽しい」の意味。神山町の郷土
料理やバングラデシュのカレーづくり体験、精進料理の会なども開催している。料理を教えてくれたのは、バングラデ
シュや神山町の「お母さん」たち。自らを「食いしん坊」という川野さんは、町の人からご飯に誘われたときは喜んでご一
緒するという。「町の人と、野菜の植えどきや、かぼちゃのおいしい炊き方、ムカデの退治の方法など、たわいもない話
をする時間が好き。バングラデシュで生活していたときもそういう時間が好きでした」と川野さんは話す

袋で栽培できる野菜の育て方のデモンストレーションを行う川野さん

神山くらしの宿moja house

②

①

住　　所： 徳島県名西郡神山町
 神領字本小野363

開 業 日： 2019年4月19日

U R L： https://www.moja-
house.com/

アクセス： JR徳島駅から
車で約1時間



［ 座 談 会 参 加 者］

を
務
め
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

私
は
帰
国
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
か
か
わ
る
仕
事
を

見
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
最
初
に
訪
ね
た
の
が
、

実
際
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
外
国

人
窓
口
で
し
た
。
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
集
住
地
に
あ
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
外
国
人
窓
口
な
ら
、
何
か
し
ら
情
報

が
得
ら
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。「
日
本
人
で
す
よ

ね
？
」
と
怪け

訝げ
ん

な
顔
を
さ
れ
た
の
で
す
が
、結
局
、そ
の

窓
口
の
職
業
相
談
員
の
仕
事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、「
日
本
語
教
師
の
仕
事

な
ら
い
く
ら
で
も
あ
る
の
に
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た

の
で
す
が
、
日
本
で
暮
ら
す
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
方
々

は
日
本
語
学
校
に
は
通
い
ま
せ
ん
の
で
、
職
業
相
談
員

の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。「
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
日
本

語
を
教
え
る
」
と
い
う
B
さ
ん
の
よ
う
な
仕
事
が
あ
る

こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
見
つ

け
た
の
で
し
ょ
う
か
。

市
役
所
で
働
い
て
い
る
時
期
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル

人
を
対
象
と
す
る
無
料
の
日
本
語
教
室
の
講

師
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
務
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
教
室

を
通
じ
て
、
今
の
勤
務
先
で
あ
る
人
材
派
遣
会
社
の
人

が
私
の
こ
と
を
知
り
、
声
を
か
け
て
も
ら
え
ま
し
た
。

日
本
語
教
師
を
雇
う
の
は
会
社
と
し
て
初
め
て
の
試
み

で
あ
り
、「
日
本
語
教
室
を
一
か
ら
立
ち
上
げ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
依
頼
で
し
た
。
在
日
外
国
人
や
彼
ら
と
か

か
わ
り
の
あ
る
日
本
人
は
、
S
N
S
な
ど
を
通
じ
て
密

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
る
の
で
、
在
日
外
国
人

に
か
か
わ
る
仕
事
を
見
つ
け
た
い
と
い
う
場
合
に
は
、

そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入
り
込
む
の
が
一
番
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　「
海
外
経
験
」
で
得
た
こ
と

私
た
ち
は
い
ず
れ
も
在
日
外
国
人
に
か
か
わ

る
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
し
た

【派遣前】
日本語教師

【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎日系社会青年ボラン
ティア／
・日系日本語学校教師
・ブラジル
・2013 年度派遣
▶︎日系日本語学校で日本
語教師として活動

【現在】
大学職員（留学生のライ
フサポート担当）

【派遣前】
雑誌の広告営業職

【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎日系社会青年ボラン
ティア／
・日系日本語学校教師
・ブラジル
・2014 年度派遣
▶︎日系日本語学校で日本
語教師として活動

【現在】
日本語教師

【派遣前】
日本語教師

【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎青年海外協力隊／
・日本語教育
・アジア
・2014 年度派遣
▶︎大学で日本語教師とし
て活動

【現在】
大学院生（日本語教育専
攻）・日本語教師・日本
語教師養成講座講師

A さん（女性） B さん（女性） Cさん（女性）

AAA

帰国後の　と　を語り合う

第⑩回 日本語教育分野 篇

OB・OG
匿 名

座 談 会

理想 現実
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C BBB

　
帰
国
後
の
進
路
開
拓

私
は
民
間
団
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
2
年
間
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
日
本
語
学
校
で
日
本
語
教
師
と
し

て
働
い
て
か
ら
、
同
じ
ブ
ラ
ジ
ル
の
別
の
日
本
語
学
校

に
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
、「
日
系
青

年
」）
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
帰
国
し
て
最
初
に
就

い
た
仕
事
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
外
国
人
窓
口
の
職
業

相
談
員
で
す
。
私
の
出
身
県
に
は
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の

集
住
地
が
あ
り
、
勤
め
た
の
は
そ
こ
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
す
の
で
、
主
な
相
談
者
は
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
方
々

で
し
た
。
そ
の
後
、
夫
の
転
勤
で
他
県
に
移
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
県
に
あ
る
大
学
で
留
学
生
の
生
活
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
仕
事
に
転
職
し
て
今
に
至
り
ま
す
。

私
は
地
域
情
報
誌
の
広
告
営
業
に
携
わ
っ
て

い
た
時
期
に
日
本
語
教
師
養
成
講
座
を
受
講

し
た
後
、「
日
系
青
年
」
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
赴
任
し

ま
し
た
。
私
の
出
身
県
も
多
く
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の

方
が
工
場
の
労
働
者
と
し
て
働
い
て
お
り
、
市
役
所
に

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
翻
訳
や
通
訳
を
す
る
嘱
託
職
員
の

ポ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
私
は
帰
国
後
、
ま
ず
は

そ
の
仕
事
に
就
き
、
そ
の
後
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
工

場
に
派
遣
し
て
い
る
県
内
の
人
材
派
遣
会
社
で
彼
ら
に

日
本
語
を
教
え
る
仕
事
に
転
職
し
ま
し
た
。

私
は
日
本
国
内
の
日
本
語
学
校
で
3
年
間
、
常

勤
の
日
本
語
教
師
を
務
め
た
後
に
協
力
隊
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
帰
国
後
は
、
国
際
協
力
団
体
で
1

年
あ
ま
り
働
い
た
後
、
大
学
院
に
入
学
し
て
日
本
語
教

育
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
私
は
日
本
語
教
師
と
し
て

働
き
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
日
本

語
教
育
の
修
士
号
を
持
っ
て
い
る
ほ
う
が
い
い
と
考
え

た
か
ら
で
す
。現
在
は
大
学
院
で
の
勉
強
の
か
た
わ
ら
、

日
本
語
教
師
を
派
遣
す
る
会
社
に
登
録
し
、
外
資
系
企

業
の
外
国
人
社
員
を
相
手
に
日
本
語
の
個
人
レ
ッ
ス
ン

を
行
っ
た
り
、
日
本
語
教
師
養
成
講
座
の
非
常
勤
講
師

　「
マ
ル
チ
」
な
経
験
で
成
長

B
さ
ん
は
「
日
系
青
年
」
の
時
代
も
現
在
も
ブ

ラ
ジ
ル
人
に
日
本
語
を
教
え
て
い
る
わ
け
で

す
が
、授
業
の
や
り
方
に
違
い
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

い
ず
れ
も
教
科
書
は
『
み
ん
な
の
日
本
語
』
で

す
の
で
、
基
本
的
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
私
の
出
身
県
は
方
言
が
あ
る
の
で
、
今
の
仕
事
で

は
そ
れ
も
教
え
て
い
る
と
い
っ
た
違
い
は
あ
り
ま
す
。

私
も
や
は
り
、
日
本
で
日
本
語
教
師
を
務
め
る

と
き
と
、
協
力
隊
員
と
し
て
日
本
語
教
師
を
務

め
る
と
き
と
で
は
、
授
業
自
体
に
大
き
な
違
い
は
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
根
本
的
な
違
い
だ
と
思
う
の
は
、

海
外
で
日
本
語
を
教
え
る
場
合
、
日
本
語
の
授
業
を
行

う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
日
本
文
化
紹
介
の
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
な
ど
「
マ
ル
チ
」
な
役
割
を
求
め
ら
れ
る
点

で
す
。
協
力
隊
で
そ
う
し
た
経
験
が
で
き
た
こ
と
は
、

日
本
語
教
師
と
し
て
の
幅
を
広
げ
て
く
れ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。「
マ
ル
チ
」
な
役
割
を
果
た
そ
う
と
す
れ

ば
、
ほ
か
の
教
員
や
生
徒
た
ち
の
力
を
借
り
る
必
要
が

あ
り
、
彼
ら
と
関
係
を
築
く
力
が
養
わ
れ
る
。
そ
う
し

た
力
は
、
ど
こ
で
日
本
語
教
師
を
す
る
場
合
で
も
重
要

で
あ
り
、
私
は
現
在
、
日
本
語
教
師
養
成
講
座
の
授
業

で
も
そ
の
点
を
伝
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

「
日
系
青
年
」
の
日
系
日
本
語
学
校
教
師
は
、

「
職
種
名
は
『
日
本
人
』」
と
言
え
る
く
ら
い
、

「
マ
ル
チ
」
な
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
も
和
太
鼓
チ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
り
、
盆
踊
り
大
会
な
ど
日

系
社
会
の
行
事
に
参
加
し
た
り
と
、
で
き
る
こ
と
は
な

ん
で
も
や
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
、

や
は
り
手
が
回
ら
な
く
な
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
あ
る

日
系
人
の
方
に
「
大
変
な
と
き
は
、
人
に
協
力
を
求
め

な
さ
い
」
と
諭
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
躊
躇
せ
ず
人
の
手
を
借
り
る
と
い
う
こ
と
を
覚

え
ま
し
た
。
日
本
人
な
の
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
外
国
人

窓
口
に
押
し
か
け
た
り
で
き
た
の
も
、
そ
ん
な
経
験
が

仕
事
を
す
る
う
え
で
、
や
は
り
自
分
自
身
が
海
外
で

「
外
国
人
」
と
し
て
暮
ら
し
た
経
験
は
強
み
に
な
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
今
、私
が
担
当
し
て
い
る
の
は
、留
学

生
寮
で
寮
生
の
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
業
務
で
す
。

「
ゴ
ミ
出
し
」
の
仕
方
に
つ
い
て
住
民
か
ら
苦
情
が
入

る
な
ど
、
留
学
生
の
生
活
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
る
の
で
す
が
、
ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
舞
い
込
ん

で
も
、
私
は
動
じ
な
い
で
い
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
外
国

人
に
つ
き
も
の
の
ト
ラ
ブ
ル
」
を
私
自
身
が
ブ
ラ
ジ
ル

で
さ
ん
ざ
ん
経
験
し
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
協
力
隊
時
代
に
「
社
会
の
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
」
と
な
っ
た
経
験
が
、
在
日
外
国
人
に
日

本
語
を
教
え
る
う
え
で
の
強
み
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
彼
ら
が
「
社
会
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
」
と

し
て
何
を
感
じ
て
い
る
か
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
彼
ら
と
の
信
頼
関
係
が
、
日
本

語
を
教
え
る
う
え
で
も
プ
ラ
ス
に
な
る
か
ら
で
す
。

私
は
、
海
外
で
暮
ら
し
た
こ
と
に
よ
り
、
在
日

外
国
人
の
母
国
で
の
生
活
に
思
い
が
及
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
と
て
も
貴
重
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
、
日
本
語
を
教
え
て
い
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の

方
々
が
母
国
で
就
い
て
い
た
職
業
は
、
歯
科
医
や
カ
メ

ラ
マ
ン
、パ
テ
ィ
シ
エ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
私
は
、ブ

ラ
ジ
ル
で
暮
ら
し
た
経
験
か
ら
、
彼
ら
が
母
国
で
自
尊

心
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
様

子
が
想
像
で
き
る
た
め
、
日
本
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

技
を
生
か
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
場
を
つ
く
っ
て
あ

げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
で
す
。
そ
う
し
た
思
い

か
ら
、
日
本
語
教
師
と
し
て
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
地

域
の
日
本
人
を
対
象
と
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
な
ど
の
教
室
を
開
き
、
そ
こ
に
講
師
と
し
て
日

系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
方
を
招
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
し

て
い
ま
す
。
彼
ら
は
仕
事
ば
か
り
の
日
々
で
、
地
域
の

日
本
人
と
接
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
両
者
の
間
に

「
名
前
で
呼
び
合
え
る
よ
う
な
関
係
」
を
築
く
手
伝
い

を
し
た
い
と
い
う
意
図
も
あ
り
ま
す
。

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
「
日
系
青
年
」
時
代
の
活
動
も
や
は
り

「
マ
ル
チ
」
で
し
た
。
派
遣
さ
れ
た
学
校
は
、
日

本
語
の
授
業
を
ほ
ぼ
一
か
ら
立
て
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
教
室
の
大
掃
除
な
ど
日
本

語
教
育
以
前
の
こ
と
が
当
初
の
活
動
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
し
か
し
、そ
う
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、現
在

勤
め
て
い
る
会
社
で
日
本
語
教
室
を
一
か
ら
立
ち
上
げ

る
仕
事
に
も
臆
せ
ず
挑
戦
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
見
通
し

私
の
今
の
教
え
子
た
ち
は
、
日
本
語
を
習
得
し

て
も
給
料
が
上
が
る
わ
け
で
は
な
く
、「
日
本

人
と
も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
」
と

い
う
思
い
で
日
本
語
教
室
に
通
っ
て
く
る
方
々
で
す
。

私
は
そ
う
し
た
思
い
に
応
え
ら
れ
る
だ
け
の
経
験
を

「
日
系
青
年
」
で
し
た
の
で
、
今
後
も
今
の
仕
事
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
日
本
国
内
で
も
住
む
場
所
に
よ
っ
て
選

択
で
き
る
仕
事
の
範
囲
が
違
っ
て
く
る
と
い

う
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
仕
事
に
つ
い

て
は
そ
の
と
き
ど
き
の
状
況
で
自
分
の
能
力
や
経
験
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
選
び
つ
つ
、
や
は
り
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
続
け
、
な
ん
ら
か
の
形
で
ブ
ラ
ジ
ル
と

か
か
わ
り
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
修
士
課
程
を
終
え
る
ま
で
に
あ
と
1
年

く
ら
い
あ
り
、
そ
の
後
の
進
路
は
ま
だ
決
め
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
語
教
師
と
し
て
教
壇
に
立

つ
「
現
場
」
の
仕
事
が
好
き
な
の
で
、
そ
れ
を
ず
っ
と

続
け
て
い
け
れ
ば
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
国

内
外
で
日
本
語
教
師
を
務
め
た
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
日

本
語
教
師
に
な
ろ
う
と
す
る
人
の
参
考
に
な
る
と
い
う

こ
と
も
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
日
本
語
教
師
養
成
講
座

の
仕
事
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
限
り
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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活動や生活に役立つちょっとしたテクニックを
お持ちの方は、『クロスロード』編集室まで。 

投 稿 募 集 ! JICA海外協力隊的プチテクガイド
簡単＆便利！  活動・生活のパワーアップに役立つ 

第100回
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ナビゲーター = さん
（インドネシア・美容師・2014年度3次隊）

プライベートサロン「LORONG」「305」「BUKA BUKU」オーナー美容師

自分で髪の毛を切ってみよう②

メンズやショートスタイル向けのカット
髪の毛の量の減らし方

　髪の毛の量を減らすときは 「すきバサミ」を使います。日本か
ら持っていく必要がありますが、隊員連絡所に置いてあること
も。本格的なカットはプロの美容師にしてもらう方がよいでしょ
う。現地でできるヘアケアとして、できれば1日1回、髪の毛を洗
うと頭皮へのダメージが少なくなります。

ナビゲーター = さん
（SV／セネガル・料理・2018年度2次隊）

生活に役立つ技　生活に役立つ技　

あるもので日本の味

  

　派遣国で生活していると、
日本の味が懐かしくなったり、
現地の人に日本ならではの料
理を求められたりすることがあ
ると思います。そんなとき、安
くて簡単に誰でもおいしくつく
れる 「名古屋風手羽先唐揚げ」
のつくり方を紹介します。

［用意する物］
●すきバサミ
●鏡

●クシ（あれば、コーム）
●髪の毛が服や床に残るのが気になるときは、
ゴミ袋（ケープがわり）と新聞紙（床にしく）

⑤後ろ側を切る。3段に分けて左
右から切るイメージ。

⑩髪を切ったらコームでとかして、
髪を落とし、切った量を確認。

⑮耳の後ろ側は、耳を折り曲げ
て、ハサミを縦に入れて髪を切る。
反対側も切ったら完成。

④ハサミの刃の全体を使って切
る。反対側も同様に切る。

⑨つむじに向かってハサミを入れ
る。全体で6〜10回切る。

⑭耳の周りを切る。ハサミの先を
使って縦に切っていく。

③すきバサミによって切れる髪の
量が違うので、切る回数は様子を
見て調整。

⑧前側を切る。2段に分けて左右
から切るイメージ。

⑬もみあげを切る。ハサミの先を
使って、量を減らす。

②つむじに向かってハサミを入れ
る。片側を4〜6回ほど切る。

⑦ハサミの向きと切る場所が大
体あっていれば問題ない。

⑫持ち上げた根元にハサミを入れ
る。ねじる場所を変えて2〜3回
切る。

①両サイドを切る。上下2段に分
けて切るイメージで。

⑥つむじに向かってハサミを入れ
る。全体で12〜18回切る。

⑪つむじの周りを切る。髪をねじ
って持ち上げる。
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ナビゲーター = さん
（ジンバブエ・陸上競技・2016年度3次隊）

アスレチックトレーナー

知っトク情報

筋トレで健康に！③

 内転筋ストレッチとワイドスクワット

　疲労の原因物質は活性酸素です。活性酸素を除去するに
は睡眠が必要です。しかし運動不足になってしまうと睡眠誘
発物質が生成されずいい睡眠が取れなくなります。適度に生
活の負荷を高めて質の高い睡眠を得るために、筋トレは非常
に有効的な手段だと言えます。

❶開脚は開ける範囲で良
い。
❷伸ばした足のつま先は
上げる。
❸お尻は地面についてい
る。
❹可能であれば手を前に
ついて骨盤を前傾させる。

0

内転筋ストレッチ→ワイドスクワット（10回×3セット）

この筋肉にきく！
A.内転筋（ないてんきん）…太ももの内側の筋肉で、下半
身のバランスをとる役割を持つ。
B.大腿四頭筋（だいたいしとうきん）…膝関節や股関節を
動かすための筋肉。鍛えると膝痛・腰痛に効果的。
※痛みや違和感がでる場合には中止してください

まずは、
ストレッチ。

1
足を広げて
まっすぐ立つ。

2
膝を曲げ、
腰を落とす。

3秒で下ろし、
3秒で上げる。
膝が伸び切ったとき
お尻を絞り、2秒静止。
15回3セット。

30秒交互に
1セット。

❶つま先を外側に向ける。
❷背筋を伸ばす。

ポイント

❶膝が内側に入らないようにゆっくり
と腰を落とす（つま先と膝の方向が同
じ、もしくは膝が少し外側）。
❷足の裏全体で体を支える。
❸腰を下ろしたときに、お尻と太ももの
筋肉が伸びているのを感じる。

ポイント

ポイント

②手羽先に軽く塩・胡椒して15分ほど
置いた後、全体に小麦粉をまぶす。この
ときビニール袋の中でまぶすと簡単に早
くできる。

5 2

⑤油をよく切って取り出し、❶のタレを塗
り、お皿に盛りつけて出来上がり。盛りつ
けの際、粉胡椒をさらに振りかけ、辛みを
つけるのが名古屋風ですが、各自・各国
人のお好みでお試しください。

4

3

④180〜190℃の高温の油で両面を30
秒〜1分ほどカラッと2度揚げする。細か
い泡がバチバチ飛ぶのでやけどに注意！
揚げ終わった手羽先はこんがりキツネ色。

③160〜170℃の低温の油で手羽先の
両面を2〜3分じっくり揚げ、取り出して5
分ほど時間を置く。このとき手羽先はま
だ白色。

1

①【タレをつくる】タレの材料を混ぜ合わ
せ、まろみ（あるいはとろみ）が出るまで
5〜10分ほど火にかけて出来上がり。

 名古屋風手羽先唐揚げ ［材料］

【手羽先】（すべて適量）
●手羽先あるいは手羽元（40g以下
の小さめのものがカラっと揚がる）

●塩
●粉胡椒
●小麦粉
●ビニール袋
●植物油

【タレ】（数字は比率）
●しょう油…２
●みりん…１（ハチミツ0.5と酢0.5
で代用可）

●砂糖…0.5
●ニンニク（すりおろし）…適量
●酒（手近なアルコールで代用可）
…１

見た目はほとん
ど変わっていな
いくらいにとどめ
ておくのが大事。

髪を濡らさない
こと、切り過ぎな
いことが失敗し
ないポイント。

▲切った髪の毛

B

A

つ
む
じ

つ
む
じ

つ
む
じ
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連絡先やURLの記載がないイベントの詳細は、開催場所の国内拠点のウェブサイトをご覧ください。https://www.jica.go.jp/about/structure/domestic/index.html

JICAやその関連団体が主催・共催・後援などをする
JICA海外協力隊関連のイベントをご紹介します。隊員関連イベント情報

　8月17、18日 に 東 京・
新宿区のJICA市ヶ谷ビル
で、現職参加制度を利用
して派遣された教員32人
を対象に帰国後研修を実
施しました。この研修は、
協力隊での経験を振り返
り、教育現場においてそ

の経験をどのように活用できるかを検討し、実践へつなげ
ることを目的としており、今回が初めての試みになります。
協力隊に参加した教員によって組織されるOBOG会「全
国OV教員・教育研究会」からも協力隊経験者が講師とし
て参加。隊員当時の活動での感動や悩み、また日本の教
育現場に復帰した今感じることなどを参加者同士が共有
しました。
　昨年モンゴルを訪問し、現職教員の隊員に関心を持った
教育評論家の「尾木ママ」こと 氏もプログラムの
一部に参加しました。「皆
さんの開発途上国での経
験を聞くことができて良
かった。今後更に協力隊に
ついて理解を深め、発信し
ていきたい」とのコメント
をいただきました。

「尾木ママ」も参加！
現職教員向け帰国後研修の実施

第7回アフリカ開発会議 （TICAD7）
にて、協力隊のブースを出展

　8月28〜30日、神奈川・
横浜市のパシフィコ横浜に
てTICAD7が開催されま
した。青年海外協力隊事
務局は、8月27〜30日に
開催されたサイドイベント
にブースを出展し、アフリ
カ各国に派遣されている

隊員の活動やスポーツと開発をテーマにしたパネルなどを
展示し、協力隊の活動や事業について紹介しました。
　8月27日には前夜祭イベントとして、横浜市の「象の鼻
パーク」でJICA主催の「BON for AFRICA（アフリカ盆
踊り）」も開催。同会場でも協力隊事務局は協力隊の募集・
広報のブースを出展しました。イベントでは、アフリカの音
楽やダンスのパフォーマンスなどが披露されたのち、盆踊
りがスタート。DJ KOO氏がアレンジし、日本舞踊家の孝

たか

藤
ふじ

右
う

近
こん

氏が振り付けた、美
み

空
そら

ひばりさんの名曲「川の流れ
のように」や盆踊りの定番
曲「炭坑節」、TRFの楽曲
などに合わせ踊る1時間。
アフリカから来日した研
修生や、協力隊経験者、一
般の来場者など約2200
人が、櫓

やぐら

を囲みました。

2019年度・秋
JICA海外協力隊活動写真展

道東出身、もしくは道東に縁のある協力隊員と隊員OB・OGから提
供いただいた活動写真を展示中。JICAボランティア事業の説明資料
や協力隊員の現地での体験談なども展示しています。

開催中〜
10月25日

いつ？ 	9月1日（日）〜10月25日（金）07:00〜22:00
どこ？ 	JICA北海道（帯広）		1階ロビー（北海道帯広市）
その他 	ご来場、お待ちしております！

多文化共生をすすめるには
-海外経験の活かし方-

日本における多文化共生のポイントを、 さん（マラウイ・
幼児教育・2009年度3次隊）と さん（パナマ・環境教育・
2014年度3次隊）の2人の講師と一緒に探りましょう。

10月
19日

いつ？ 	10月19日（日）13:00〜16:30
どこ？ 	愛媛大学愛大ミューズM24（愛媛県松山市）
詳細 	「JICA四国」ウェブサイト内「イベント情報」をご覧ください。

ワールド・コラボ・
フェスタ2019

第26回
みなこいワールドフェスタ

中部地域の市民、NGO・NPO、企業、行政が協力し、持続可能な社
会の実現のため「学び、考え、行動する場」をつくりあげるこのイベ
ントにJICA海外協力隊のブースを出展します。

JICA駒ヶ根青年海外協力隊訓練所開設40周年を記念し、さまざま
なイベントを開催します。メインイベントである10月27日の「こまが
ね国際広場」には駒ヶ根訓練所や協力隊OB・OGも参加します。

10月
12、13日

10月19
〜27日

いつ？ 	10月12日（土）、13日（日）	10:00〜18:00
どこ？ 	オアシス21「銀河の広場」（愛知県名古屋市）
詳細 	http://www.world-collabo.jp/

いつ？ 	10月19日（土）〜10月27日（日）※各イベントの日程・場所は詳細参照
詳細 	https://www.city.komagane.nagano.jp/gyosei/shiseijoho/
jutenjigyo_project/kokusaikoryu/minakoiWF/4324.html

愛知長野

北海道愛媛

帰国後の進路を考える
帰国後研修、帰国報告・交流会の開催
　8月24〜27日に東京・新宿区のJICA市ヶ谷ビルで帰国
後研修を開催し、107人の帰国したJICA海外協力隊が参
加しました。この研修は、隊員経験を帰国後どのように生
かすかをじっくり考える内容になっています。
　帰国後研修の後に行われる帰国報告・交流会には、隊
員の活用に関心を持っている自治体や企業などの関係者
が参加し、自治体向けの会に18団体、企業向けの会に58
団体が参加しました。本研修・交流会について、各隊員に
は帰国直前に在外事務所を通じて案内していますが、進路
開拓中の帰国隊員も参加可能です。詳細については、下記
メールアドレスにお問い合わせください。

▲

JICA青年海外協力隊事務局　人材育成課
　

帰国後研修 日程 場所
職場復帰コース 11月16、17日 JICA市ヶ谷ビル

進路開拓コース 11月16〜19日 JICA市ヶ谷ビル

帰国報告会・交流会 日程 場所
自治体・団体向け 11月19日 JICA市ヶ谷ビル

企業向け 11月20日 JICA市ヶ谷ビル

次回の帰国後研修、帰国報告会・交流会の予定

　2019年度2次隊の派遣前訓練が始まりました。入所者
数は以下のとおりです（9月12日現在）。9月12日から11月
12日まで訓練を受け、その後各国に派遣されます。

2019年度2次隊の派遣前訓練が開始

JICAボランティア事業と大学の連携
　JICAボランティア事業では、大学の持つ専門性を活用し
開発途上国への支援を充実させるとともに、大学の人材育
成を目的として、大学の組織的支援を得て、大学生・大学
院生などを派遣しています。この度、JICAでは新たに4大
学と大学連携にかかる覚書を結びました。

　開発途上国で元気に活動するためには、日々の健
康を維持することが何よりも大切です。一見、健康に
対する自己管理と聞くと、風邪予防や食中毒予防と
いった「病気予防」を想像しがちですが、実は身体だ
けでなく心の健康もとても大切です。そして、この心
の健康と「良質な睡眠」とは切っても切れない関係
にあります。朝、気持ちよく目覚めていますか？　夜
中や朝方早くに目が覚めることや、布団に入っても
なかなか眠れない、熟睡感がない、などということは
ありませんか？
　１日活動した後は、体も心（脳）も思った以上に疲
れています。忙しい日々が続き、慢性的な睡眠不足
が続くと、疲労の回復が難しくなります。睡眠はその
日の心身の疲労を回復させ、免疫機能を強化する役
割があります。この睡眠が障害されると、眠気やだる

さ、集中力低下など日中の活動に支障が出はじめ、さ
らに不眠状態が長期間続くと、生活習慣病やうつ病
などの心の病につながりやすくなります。ちなみに、
ときどき「寝

ね

溜
だ

め」をする方をお見かけしますが、実
は睡眠は溜めてはおけないので、毎日しっかりと眠
ることが大切です。疲れて集中力が途切れたまま活
動を続けていても、効率は落ちる一方です。それなら
ば一旦切り上げてきちんと眠り、翌朝すっきりした
頭で活動に取り掛かるほうが効率よく、新たなアイ
デアもエネルギーも湧いてくるかもしれません。こ
の睡眠の効果はポジティブな気持ちを保つための基
本ともいえるでしょう。したがって健康を意識する
のであれば「睡眠は全てに優先する」ことでもある
のです。派遣国では意識的によく眠るよう、心がけて
過ごしてみてくださいね。

睡眠：心と体の
バランスを保つために

健康管理員より　健康管理コラム
心身共に健康に2年間を過ごすために

訓練所
青年海外
協力隊・
海外協力隊

日系社会青年
海外協力隊・
日系社会海外
協力隊

シニア海外
協力隊

日系社会
シニア海外
協力隊

駒ヶ根 147 21 16 0

二本松 183 −   9 −

大学 派遣国 職種

酪農学園大学 ウガンダ 獣医・衛生、家畜飼育、
畜産・乳製品加工

筑波大学
マレーシア 日本語教育拓殖大学

立命館大学

参加者へ激励メッセージを送る尾木氏

帰国隊員の体験談に聞き入る尾木氏 TICADの会場で来場者にアフリカでの協力
隊の活動を説明をするJICAスタッフ

BON for AFRICAは孝藤右近氏を中心に開始
され、DJ KOO氏などとともに、クールなアフリ
カを魅せるために開始されたプロジェクト
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募集中のお題

「質問」「リフレッシュ」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

子どもたち
「活動に行きたくない」。そんな日もある。学校の敷地内にある我が家。登校してきた子どもたちのにぎやか
な声が響く。「あかん、行かな！」。家を出て見つかるや否や「おはよう」の嵐。『先生、昨日タロイモ買って

たな！』「うわ！見られた！」。私の原動力、子どもたちの声、笑顔。「よし、今日もやったろ！」

ペンネーム：家の壁薄すぎ さん（女性）　　協力隊員（大洋州・小学校教育・2017年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

お題 ▶︎ 原動力

イラスト＝牧野良幸

　風に吹かれて
活動が思い通りに進まずモヤモ
ヤしていた時期、すっと隣に座っ
て「先生どうしたの？　疲れてる
の？」と声をかけてくれた子ども
たち。彼らの何気ない優しさが、知
らず知らずのうちに溜め込んでい
た悩みや疲れを吹き飛ばし、私の
背中を追い風となって支えてくれ
ました！

ペンネーム：やったんさん（男性）
協力隊経験者

（中南米・小学校教育・2015年度派遣） 

★ 　優しい村人
任期中に要請内容のプロジェクトが終了。や
りがいを失っていたとき、思い出したのはプ
ロジェクト先の村で活動した日々。村にやっ
て来たものの何もできないただの若造に、山
菜の取り方や怪我に効く薬草のことなど教
えてくれ、夜な夜なお酒を酌み交わし共に踊
り歌った村人たち。優しくしてくれたこの村
の人たちのために少しでも恩返しがしたい

ですね。

ペンネーム：
村から帰って飲むモヒート最高！さん（男性）
協力隊員（アジア・コミュニティ開発・2017年度派遣） 

★
★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？

　感謝の言葉
何をして良いかわからず、言葉もままならない赴任直後。
配属先の保健センターでぼーっとしていると、歩くのも
辛そうな患者さんがバイクタクシーから降りてきたの
で、腕を支えて一緒に歩き、ベッドに寝かせ、スタッフを
呼びにいきました。その後の経過は知らないまましばら
く経ち、地域での活動を始めたころ村で声をかけられま
した。「あのときはベッドまで連れて行ってくれてあり
がとう」。活動がほとんどできていない中でいただいた
感謝の言葉が嬉しく、やる気が出たのを覚えています。

ペンネーム：カバディさん（男性）
協力隊員

（アフリカ・感染症・エイズ対策・2017年度派遣）

★★★
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今月号の表紙

セルビア
 

文＝ さん
（SV／セルビア・日本語教育・2016年度2次隊）
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少年たちが集中して日記を書く様子を、同僚の職員とともに見守
る由井さん（右から2人目）

新たな取り組みの意義が理解されず、
ひとりで奔走していました。

文＝ さん

▶︎エクアドル
▶︎青少年活動
▶︎2017年度2次隊

■  PROFILE
1987年生まれ、愛知県出身。公
務員を経て、2017年10月、協力
隊員としてエクアドルに赴任。19
年10月に帰国予定。

■  活動概要
キト市役所（キト市慈善財団）に
配属され、薬物依存症更生施設
で主に以下の活動に従事。
●入所者に対する生活指導や日
記指導
●入所者の社会復帰支援（家庭訪
問や家族に対するワークショッ
プの開催など）

　私の活動先は、薬物依存症の更生を目的に未成年
男子が入所する施設です。着任してすぐに感じたのは、
入所する少年たちに「自らの更生過程に向き合う時間」
が不足していること。そこで、着任して3カ月が経ったこ
ろに「日記」の指導を始めました。少年たちが気持ち
を吐き出すだけでなく、自らの更生過程を見つめ直す
手段になるうえ、彼らの変化を同僚の職員たちが汲み
取れる手段にもなると考えたからでした。
　ところが、「日記を書く」という習慣がなかった少年
たちは、書き始めても集中力が持ちません。また、配属
先には明確な「時間割」がなかったため、日記を書くこ
とに専念させる時間を確保するのも難しい。そんな状
態であるにもかかわらず、同僚たちは「ミホコが始めた
こと」と協力には消極的であったため、「これではだめ
だ」と考え、日記指導は中断しました。
　その後、再開の余地を探るために同僚との話し合い
を試みましたが、光明は見えず、「うちの少年たちには
無理だ」といったあきらめの意見さえありました。
　転機となったのは、JICA事務所の協力により、日記
指導を行っている他の類似施設を同僚たちが見学す
る機会を得たことでした。その経験により、同僚たちは
日記指導に関する具体的なイメージを持つに至り、配
属先で実現する方法についてあらためて彼女たちと話
し合うことができました。
　その後まもなくに行われたJICA事務所の中間報告
会では、出席していた同僚が「日記指導を再開する」

と宣言。すぐさま「日記指導」の時間が設けられて再開
が実現し、同僚たちが自分事として取り組んでくれるよ
うになったのでした。
　当初、私はひとりで日記の件を抱えて奔走し、失敗し
てしまったわけですが、今振り返れば、その奔走を同僚
たちに見てもらっていたからこそ、他施設の見学で日記
指導に関する気づきを得てくれたのだと思います。

ひとりで悩まずに、
思い切って誰かを頼ってみる！

　活動でうまくいかないことがあったとき、拙い言葉
でも必死に思いを伝えると、同僚が受け止めてくれ
たり、JICA事務所の人や隊員仲間が助け船を出して
くれたりしました。気持ちが閉鎖的になってしまうこ
ともあると思いますが、そういうときには「頼る、甘え
る」という姿勢も大事なのだろうと思います。

YELL !!

CROSS YELL !!
—先輩隊員からの置き土産—
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